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戦
問
期
日
本
に
お
け
る
炭
鉱
企
業
の
統
計
的
観
察

長

廣

U禾

崇

は
　
じ
　
め
　
に

　
本
研
究
の
課
題
は
、
戦
間
期
炭
鉱
企
業
を
統
計
的
に
観
察
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ら

企
業
の
競
争
性
を
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
戦
装
顛
日
本
経
済
は
、
第
一
次
大
戦
ブ
ー
ム
期
、
一
九
二
〇
年
代
の
不
況
期
、
昭

和
恐
慌
期
に
お
け
る
不
況
の
深
化
、
そ
れ
を
早
期
に
た
ち
な
お
る
景
気
回
復
期
に
代

表
さ
れ
る
四
つ
の
局
面
が
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
は
明
治
期
と
量
的
・
質
的
に
異
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
企
業
が
勃
興
し
、
こ
の
中
か
ら
国
際
的
競
争
力
を
も
つ
企
業
が
現
れ
た
と
と
も
に
、

大
企
業
と
中
小
企
業
と
の
量
的
・
質
的
な
格
差
構
造
、
い
わ
ゆ
る
二
重
構
造
が
発
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
本
研
究
で
は
こ
れ
ら
日
本
経
済
の
マ
ク
ロ
動
向
を

踏
ま
え
、
大
規
模
企
業
の
み
な
ら
ず
小
規
模
企
業
を
も
含
め
た
炭
鉱
企
業
の
動
向
に

つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。

　
と
く
に
本
稿
で
は
、
先
行
研
究
に
お
け
る
三
つ
の
論
点
に
つ
い
て
再
検
討
し
て
み

る
。
第
一
に
は
、
二
〇
年
代
に
お
け
る
「
三
井
二
二
菱
の
独
占
化
」
論
が
挙
げ
ら
れ

る
。
柴
垣
和
夫
は
こ
の
時
期
、
「
三
井
や
三
菱
の
生
産
部
門
を
な
し
て
い
た
鉱
工
業

と
く
に
石
炭
業
は
、
1
中
略
－
金
融
資
本
的
手
段
に
よ
る
資
本
の
集
中
を
す
す
め
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

鉱
業
界
に
お
け
る
独
占
形
成
を
志
向
」
し
た
と
し
、
三
井
・
三
菱
が
斯
業
に
お
い
て

絶
大
な
地
位
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
ま
た
丁
振
聲
は
、
二
〇

年
代
に
貝
島
鉱
業
・
明
治
鉱
業
を
代
表
と
す
る
「
地
方
石
炭
専
業
企
業
の
停
滞
」
を

論
じ
、
他
方
、
こ
の
時
期
北
海
道
へ
の
進
出
に
成
功
し
た
三
井
・
三
菱
系
企
業
の
企

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

業
規
模
拡
大
を
指
摘
し
て
い
る
。
第
二
に
は
、
「
二
〇
年
代
の
カ
ル
テ
ル
活
動
に
よ

る
企
業
間
競
争
の
縮
小
」
と
い
う
論
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
二
〇
年
代
に
多
く
の
産
業

に
み
ら
れ
た
カ
ル
テ
ル
活
動
に
対
す
る
研
究
は
独
占
論
と
と
も
に
論
じ
ら
れ
て
き
た
。

橋
本
寿
朗
は
上
位
集
中
度
の
よ
う
な
定
量
的
視
点
で
は
な
く
カ
ル
テ
ル
設
立
と
い
う

定
質
的
視
点
か
ら
独
占
の
成
立
を
論
じ
、
こ
の
視
点
に
基
づ
い
て
公
刊
さ
れ
た
『
両

大
戦
問
期
日
本
の
カ
ル
テ
ル
』
で
は
カ
ル
テ
ル
設
立
に
よ
る
価
格
の
安
定
化
、
す
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
ち
業
界
に
よ
る
価
格
の
支
配
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
両
氏
と
同
様
の
観
点
か
ら
石

炭
産
業
の
カ
ル
テ
ル
組
織
を
検
討
し
た
松
尾
純
廣
は
、
「
独
占
組
織
が
定
着
化
し
た

と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
を
市
場
構
造
の
変
化
と
い
う
視
点
か
ら
み
る
な
ら
ば
競
争
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
場
構
造
か
ら
独
占
的
市
場
構
造
へ
変
化
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
」
と
し
、
カ
ル
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ア
　

テ
ル
設
立
に
よ
る
企
業
問
競
争
の
低
下
を
示
唆
し
て
い
る
。
第
三
に
、
大
規
模
炭
鉱

と
異
な
る
「
中
小
炭
鉱
」
、
「
零
細
経
営
」
に
関
す
る
諸
点
が
あ
る
。
は
じ
め
に
取
り

上
げ
ら
れ
る
べ
き
も
の
は
、
丁
振
聲
が
論
じ
た
「
中
小
炭
鉱
の
成
長
」
論
で
あ
る
。

丁
は
産
霊
地
筑
豊
に
お
け
る
「
中
小
炭
鉱
」
の
業
界
団
体
で
あ
る
「
互
助
会
」
の
分

析
を
通
し
、
そ
れ
ま
で
支
配
的
で
あ
っ
た
「
中
小
炭
鉱
」
の
非
成
長
的
な
歴
史
像
を

批
判
し
、
そ
の
「
重
鎮
で
あ
っ
た
岩
崎
、
久
恒
、
三
好
が
そ
の
経
営
を
二
十
年
忌
を

通
じ
て
維
持
、
あ
る
い
は
拡
大
し
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
互
助
会
の
も
っ
と
も
活
動

的
な
分
子
で
あ
っ
た
野
上
、
金
丸
は
二
十
年
代
に
成
長
し
て
い
た
炭
鉱
業
者
で
あ
っ

　
　
　た

」
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
隅
谷
三
喜
男
は
、
「
（
中
小
炭
鉱
の
下
に
あ
る
）
零
細
炭

鉱
は
、
一
中
略
－
　
石
炭
市
場
の
状
況
に
よ
っ
て
、
簡
単
に
再
出
現
し
、
あ
え
な
く

　
　
　
　
　
ハ
　
　

消
滅
し
て
い
く
」
と
し
、
「
零
細
経
営
」
の
投
…
機
的
性
格
を
論
じ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
先
行
研
究
で
は
、
丁
の
「
中
小
炭
鉱
の
成
長
」
論
を
除
け
ば
、
「
三

井
・
三
菱
の
独
占
」
、
［
カ
ル
テ
ル
に
よ
る
企
業
問
競
争
の
縮
小
」
と
い
う
独
占
化
・

寡
占
化
・
非
競
争
的
で
括
ら
れ
る
企
業
間
の
固
定
的
イ
メ
ー
ジ
が
定
着
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
中
村
隆
英
は
多
く
の
製
造
業
で
、
「
集
中
度
は
大
戦
後
一
九
二
五
年
末

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　

で
た
か
ま
り
、
以
後
は
反
転
し
て
低
下
し
て
い
る
」
と
し
、
こ
の
時
期
の
「
独
占
化

・
財
閥
支
配
力
の
強
化
」
を
批
判
し
た
。
ま
た
、
「
生
産
面
に
お
い
て
は
、
一
時
強

化
さ
れ
た
集
中
の
動
き
は
し
ば
ら
く
し
て
阻
止
さ
れ
、
か
え
っ
て
競
争
激
化
の
方
向

　
　
　
　
　
　
　

に
向
か
っ
た
」
と
述
べ
て
お
り
、
こ
れ
ら
中
村
の
指
摘
す
る
二
〇
年
代
に
お
け
る

「
生
産
集
中
度
の
低
下
・
企
業
間
の
競
争
」
と
い
う
指
摘
と
石
炭
産
業
に
お
け
る
先

行
研
究
と
で
は
相
対
立
し
た
解
釈
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
本
研
究
で
は
、
先
行
研
究
に
お
け
る
デ
ー
タ
不
足
を
補
う
た
め
、
全
産

炭
地
さ
ら
に
可
能
な
限
り
全
炭
鉱
企
業
を
対
象
と
し
た
大
量
観
察
を
お
こ
な
い
、
こ

れ
ら
対
立
す
る
議
論
に
つ
い
て
検
討
を
試
み
た
い
。

一
　
使
用
す
る
資
料

　
本
稿
で
は
「
鉱
区
一
覧
」
か
ら
企
業
デ
ー
タ
を
得

る
。
こ
の
資
料
は
福
岡
、
大
阪
、
東
京
、
仙
台
、
札

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

幌
の
各
鉱
山
監
督
局
か
ら
一
九
一
一
年
以
降
毎
年
公

刊
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
は
日
本
鉱
法
に
よ
っ
て
採

掘
を
認
め
ら
れ
た
鉱
業
権
者
（
個
人
名
、
企
業
名
で

登
録
さ
れ
る
）
の
「
試
掘
」
、
「
採
掘
」
、
「
砂
鉱
」
の

状
態
が
示
さ
れ
お
り
、
こ
の
う
ち
「
採
掘
」
に
は
実

際
に
事
業
を
お
こ
な
っ
て
い
る
鉱
業
権
者
の
鉱
区
、

所
在
地
、
炭
鉱
名
、
出
炭
量
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

と
り
あ
げ
る
年
次
は
一
九
一
四
年
、
二
〇
年
、
二
五

年
、
三
二
年
、
三
六
年
で
あ
る
。
一
四
～
二
〇
年
に

お
い
て
大
戦
ブ
ー
ム
期
、
二
〇
年
代
を
二
五
年
で
前

半
と
後
半
に
区
切
り
、
二
〇
～
二
五
年
で
不
況
期
は

じ
め
、
二
五
～
三
二
年
で
金
融
恐
慌
、
昭
和
恐
慌
期
、

さ
ら
に
三
二
～
三
六
年
で
景
気
回
復
期
の
動
向
を
み

る
こ
と
が
で
き
る
。
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
は
、
各
年
の
「
鉱
区
一
覧
」
に
は
当
年
七
月
に
実

際
に
採
掘
さ
れ
て
い
た
鉱
区
に
基
づ
き
、
そ
の
前
年

の
出
炭
量
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
一
四
年
の
デ
ー
タ
で
は
＝
二
年
号
出
炭
量
を
示

し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
本
稿
で
は
各
期

間
の
鉱
業
権
者
の
変
化
を
重
視
し
、
出
炭
量
は
前
年

データの信葱右表1
（トン）

資　　料　　名 1913年 1919年 1924年 1931年 1935年

鉱区一覧（A）
{邦鉱業の趨勢（B）

21，380，895

Q1，315，962

30，827，299

R1，271，093

30，132，298

R0，110，826

27，901，532

Q7，987，271

37，868，343

R7，762，491

（B）一（A） 一64，933 443，794 一21，472 85，739 一105，852

（出所）「鉱区一覧」各年、日本石炭協会『石炭統計総観』（同会，1950年）7頁。
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の
値
を
採
用
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
「
鉱
区
一
覧
」
デ
ー
タ
の
信
愚
性
に
つ
い
て
み
て
お
こ
う
。
表
1
に
示
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
、
鉱
業
部
門
の
代
表
的
資
料
で
あ
る
「
本
邦
鉱
業
の
趨
勢
」
と
「
鉱
区
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

覧
」
の
出
炭
量
は
ほ
ぼ
一
致
し
て
お
り
、
デ
ー
タ
の
正
確
さ
が
確
認
で
き
る
。
し
か

し
、
こ
の
資
料
を
使
用
す
る
こ
と
は
鉱
業
権
者
と
実
際
の
営
業
者
が
異
な
る
場
合
が

あ
る
た
め
限
界
も
あ
る
。
つ
ま
り
、
石
炭
産
業
で
は
鉱
業
権
者
が
第
三
者
に
鉱
区
採

掘
を
契
約
す
る
斤
先
・
請
負
掘
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
が
、
資
料
的
制
約
に
よ
り
こ

れ
が
ど
の
程
度
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
か
全
国
レ
ベ
ル
で
の
実
態
を
把
握
す
る
こ
と
は

困
難
で
あ
る
。
本
稿
で
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
ひ
と
ま
ず
留
保
し
て
お
き
た
い
。
な

お
、
前
節
以
降
の
分
析
の
基
本
と
な
る
炭
鉱
別
ラ
ン
キ
ン
グ
表
を
最
後
に
一
覧
し
た
。

二
　
集
　
中
　
度

　
本
稿
で
は
、
「
資
本
系
統
別
分
類
」
、
「
企
業
別
分
類
」
の
二
つ
を
比
較
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
集
中
度
を
検
討
し
て
み
る
。
「
資
本
系
統
別
分
類
」
は
以
下
に
示
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
　

企
業
の
シ
ェ
ア
を
合
計
す
る
。

　
　
　
　
お
　

　
①
浅
野
系
　
磐
城
炭
鉱
（
株
）
、
浅
野
同
族
（
株
）
、
茨
城
採
炭
（
株
）
、
浅
野
雨

　
　
　
　
　
　
龍
炭
鉱
（
株
）
、
第
二
磐
城
炭
鉱
（
株
）

②
麻
生
系

　
　
　
お
　

③
大
倉
系

④
貝
島
系

　
　
　
　
レ
　

⑤
古
賀
系

　
　
　
あ
　

⑥
鈴
木
系

⑦
三
井
系

（
株
）
麻
生
商
店
、
九
州
鉱
業
（
株
）

大
倉
鉱
業
（
株
）
、
入
山
採
炭
（
株
）
、
茨
城
無
煙
炭
鉱
（
株
）

貝
島
炭
鉱
（
株
）
、
大
辻
岩
屋
炭
鉱
（
株
）

大
日
本
炭
鉱
（
株
）
、
松
島
炭
鉱
（
株
）

帝
国
炭
量
、
福
島
炭
鉱
（
株
）
、
沖
見
初
炭
鉱
（
株
）

三
井
鉱
山
（
株
）
、
北
海
道
炭
礪
汽
船
（
株
）
、
太
平
洋
炭
鉱
（
株
）

　
⑧
三
菱
系
　
三
菱
鉱
業
（
株
）
、
飯
塚
鉱
業
（
株
）
、
至
仁
炭
鉱
鉄
道
（
株
）
、
九

　
　
　
　
　
　
州
立
磯
汽
船
（
株
）

⑨
明
治
系
　
明
治
鉱
業
（
株
）
、
嘉
穂
鉱
業
（
株
）
、
平
山
炭
鉱
（
株
）

　
こ
の
他
に
も
三
好
家
（
三
好
鉱
業
・
大
君
鉱
業
）
、
中
野
家
（
昇
・
中
野
商
店
）
、

久
恒
家
（
久
恒
鉱
業
・
得
郎
）
、
岩
崎
家
（
久
米
吉
・
寿
喜
蔵
・
伴
次
郎
）
な
ど
の

同
族
を
同
一
意
思
主
体
の
あ
る
企
業
と
し
、
出
炭
量
を
合
計
す
る
。
他
方
、
「
企
業

別
分
類
」
で
は
資
本
系
統
別
企
業
の
シ
ェ
ア
を
切
り
離
し
、
資
本
的
関
係
が
全
く
な

い
も
の
と
仮
定
す
る
。
こ
の
よ
う
な
二
つ
の
分
類
を
お
こ
な
う
理
由
は
、
持
株
比
率

の
大
小
な
ど
に
よ
っ
て
、
株
式
所
有
会
社
が
傘
下
企
業
の
経
営
権
を
掌
握
し
て
い
る

と
は
限
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
資
本
系
統
別
分
類
」
で
は
株
式
所
有
会

社
が
完
全
に
経
営
権
を
掌
握
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
「
企
業
別
類
型
」
で

は
全
く
経
営
に
関
与
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
、
三
井
の
場
合
、

「
資
本
系
統
企
業
分
類
」
で
は
、
三
井
鉱
山
（
株
）
が
北
海
道
炭
磧
汽
船
（
株
）

（
以
下
、
北
炭
と
略
す
）
、
太
平
洋
炭
鉱
（
株
）
の
経
営
権
を
完
全
に
掌
握
し
て
い

る
こ
と
を
仮
定
し
、
「
企
業
別
分
類
」
で
は
こ
れ
ら
三
社
に
競
争
関
係
が
あ
る
こ
と

を
仮
定
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
集
中
度
は
ハ
ー
フ
ィ
ン
ダ
ー
ル
指
数
と
上
位
三
社
集
中
度
に
よ
っ
て
検
討
す
る
。

ハ
ー
フ
ィ
ン
ダ
ー
ル
指
数
と
は
各
企
業
の
シ
ェ
ア
を
自
乗
し
た
数
値
の
和
を
百
分
比

で
表
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
指
数
は
そ
の
数
値
が
大
き
い
ほ
ど
集
中
度
が
高
い
こ

と
を
示
す
。
こ
れ
ら
集
中
度
は
表
2
に
示
さ
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。
は
じ
め
に

「
資
本
系
統
別
分
類
」
に
よ
る
集
中
度
の
推
移
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
ハ
ー
フ
ィ

ン
ダ
ー
ル
指
数
、
上
位
三
社
集
中
度
は
と
も
に
、
一
四
年
か
ら
二
〇
年
ま
で
の
大
戦

ブ
ー
ム
期
を
含
む
時
期
に
低
下
し
、
二
〇
年
代
前
半
・
後
半
に
再
び
上
昇
し
て
い
る
。

ま
た
、
両
指
数
は
三
〇
年
代
に
ほ
と
ん
ど
変
化
し
て
い
な
い
。
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
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表2　資本系統別・企業別ハーフィンダール指数

　　　・上位3社集中度の推移
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）

1914年　　1920年　　1925年　　1932年　　1936年

ハーフィンダール指数

で
あ
り
、

10．0

5．4

10．1

5．6

9．1

5．3

7．3

4．8

9．5

7．2

45．4

34．3

45．2

34．5

44。3

34．2

38．3

31．5

44。8

38．3

資本系統別
企　業　　別

上位3社集申度

資本系統別
企　 業　別

（注）資本系統別、企業別分類については本文を参照。

（出所）「鉱区一覧」各年。

両
指
数
が
一
四
年
と
三
六
年
で
大

き
く
変
化
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
大
戦
ブ
ー
ム
期
に

企
業
間
の
競
争
性
が
高
ま
り
集
中

度
が
低
下
す
る
が
、
二
か
年
代
に

は
い
る
と
寡
占
化
が
進
行
す
る
も

の
の
、
そ
の
度
合
い
は
ブ
ー
ム
期

以
前
の
水
準
を
わ
ず
か
に
越
え
て

い
る
に
す
ぎ
な
く
、
二
〇
年
代
に

大
き
な
寡
占
化
が
進
行
し
た
と
は

言
い
難
い
Q
ま
た
、
三
井
系
・
三

菱
系
資
本
系
統
企
業
の
二
社
集
中

度
は
、
一
四
年
⊥
二
九
・
○
％
、

二
〇
年
一
1
三
三
・
二
％
、
二
五
年

陛
三
八
・
一
％
、
三
二
年
1
1
四
〇

・
二
％
、
三
六
年
H
四
〇
・
四
％

　
つ
ぎ
に
、

に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
集
中
度
は
ハ
ー
フ
ィ
ン
ダ
ー
ル
指
数
、

度
と
も
に
、

る
。
三
井
・
三
菱
の
資
本
系
統
企
業
を
分
解
し
た

と
同
様
に
、
例
え
ば
三
井
鉱
山
、
北
炭
、
太
平
洋
炭
鉱
に
資
本
的
繋
が
り
が
な
い
と

捉
え
る
）
ハ
ー
フ
ィ
ン
ダ
ー
ル
指
…
数
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
こ
れ
は
一
四
年
H
七

・
二
％
、
二
〇
年
1
1
四
・
八
％
、
二
五
年
1
1
五
・
七
％
、
三
二
年
巨
五
・
八
％
、
三

一
四
年
と
三
六
年
を
比
べ
る
と
一
％
ほ
ど
の
上
昇
に
す
ぎ
な
い
。

「
企
業
別
分
類
」
し
た
集
中
度
の
推
移
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
同
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
位
三
社
集
中

　
一
四
年
と
三
六
年
を
比
較
す
る
と
明
ら
か
に
低
下
し
て
い
る
の
が
分
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
つ
ま
り
上
記
「
企
業
別
分
類
」

六
年
五
・
六
％
で
あ
り
、
一
四
年
と
三
六
年
を
比
較
す
る
と
明
ら
か
に
集
中
度
が

低
下
し
て
い
る
。
ま
た
、
三
井
鉱
山
⊥
二
菱
鉱
業
の
二
十
集
中
度
は
、
一
四
年
1
1
三

二
・
五
％
、
二
〇
年
目
二
三
・
三
％
、
二
五
年
ロ
十
五
・
○
％
、
三
二
年
1
1
二
五
・

四
％
、
三
六
年
陛
二
四
・
入
％
で
あ
り
、
一
四
年
の
水
準
か
ら
低
下
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
「
資
本
系
統
別
分
類
」
で
は
一
四
～
三
六
年
に
集
中
度
が
横
ば
い
で

あ
っ
た
が
、
「
企
業
別
類
型
」
で
は
同
期
間
に
低
下
し
て
い
た
。
強
調
し
た
い
こ
と

は
、
「
資
本
別
類
分
類
」
で
も
講
話
期
に
集
中
度
が
大
き
く
上
昇
し
た
と
い
え
な
い

こ
と
で
あ
り
、
例
え
ば
、
三
井
鉱
山
・
三
菱
鉱
業
な
ど
が
既
存
企
業
へ
の
資
本
支
配

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　

を
強
化
し
、
た
と
え
経
営
権
を
完
全
に
掌
握
し
て
い
た
と
し
て
も
、
二
〇
年
代
に
大

き
な
寡
占
化
が
進
む
と
は
言
え
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
企
業
間
に
競
争
的

側
面
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
で
き
る
が
、
他
方
で
二
〇
年
代
の
石
炭
産
業
に
は
カ
ル

テ
ル
活
動
が
活
発
化
し
て
い
た
。
つ
ぎ
に
、
こ
の
点
に
関
し
て
検
討
し
て
み
よ
う
。

三
　
大
規
模
炭
鉱
企
業
の
動
向
と
カ
ル
テ
ル
活
動
の
展
開

　
↓
大
規
模
炭
鉱
企
業
の
順
位
・
シ
ェ
ア
の
推
移

　
は
じ
め
に
、
大
規
模
炭
鉱
企
業
の
順
位
・
シ
ェ
ア
の
推
移
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。

明
確
な
区
分
は
で
き
な
い
場
合
も
あ
る
が
、
大
規
模
企
業
を
全
国
シ
ェ
ア
一
％
以
上

の
企
業
と
し
、
シ
ェ
ア
一
％
未
満
の
企
業
を
小
規
模
炭
鉱
企
業
と
す
る
。
こ
こ
に
境

界
線
を
引
く
理
由
は
、
戦
前
・
戦
後
の
業
界
、
学
術
研
究
平
等
に
よ
り
「
大
炭
鉱
」

や
「
大
手
企
業
」
、
「
中
小
炭
鉱
」
や
「
小
炭
鉱
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
、
さ
ら
に
所
属

業
界
団
体
に
よ
る
区
分
を
お
こ
な
う
と
シ
ェ
ア
一
％
前
後
で
分
け
ら
れ
る
か
ら
で
あ

　
　

る
。　

大
規
模
企
業
の
シ
ェ
ア
の
推
移
は
表
3
に
示
さ
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。
こ
の
第
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表3　大規模企業の順位とシェアの推移

企　　　業　　　　名 順　　　　位 シェア（％）

1914年 1920年 1925年 1932年 1936年 1914年 1920年 1925年 1932年 1936年

三　井 1 1 1 1 1 24．0 20．6 22．3 24．3 24．8

三　菱 2 2 2 2 2 15．0 12．6 15．8 15．9 15．6

貝　島 3 3 3 3 3 5．9 5．1 6．2 5．0 4．9

明　治 4 6 4 4 4 5．5 3．7 4．4 4．9 4．8

蔵　内 5 5 8 11 12 4．7 4．1 3．1 1．9 1．8

麻　生 6 11 12 8 8 3．0 2．2 2．2 3．7 3．3

浅　野 7 9 6 7 9 2．9 2．4 4．2 3．9 2．8

大　正 8 15 14 16 13 2．6 1．6 1．7 1．5 1．7

古　河 9 4 10 13 10 2．5 4．4 2．4 1．8 2．6

農商務省／商工省／日本製鉄（株） 10 10 7 6 5 2．4 2．3 3．8 4．3 3．9

入山採炭（株） 11
一 一 一 一

2．1
一 一 一 一

住　友 12 22 13 5 6 1．9 1．1 1．8 4．7 3．8

古賀春一 13 8 11 14 23 1．7 3．0 2．3 1．7 0．8

高取伊好／杵島炭鉱（株） 14 14 17 12 15 1．5 1．9 1．4 1．9 1．6

東京瓦斯（株） 15
一 一 一 一

1．5
一 一 一 一

好間炭鉱（株） 16
一 一 一 一

1．4
一 一 一 一

海軍省 17 21 16 18 17 1．2 1．2 1．5 1．2 1．4

渡邊祐策／沖ノ山炭鉱（株） 19 13 9 9 7 1．0 1．9 2．7 3．6 3．7

藤本単作／東見初炭鉱（株） 28 17 19 17 11 0．5 1．5 1．0 1．4 1．8

中島鉱業（株）
一

7
一 一

18
一

3．1
一 一

1．2

山下鉱業（株）
一

12
一 一 一 一

2．0
一 一 一

大倉・入山採炭 54 16 15 10 16 0．1 1．5 1．7 1．7 1．4

福岡鉱業（株） 58 18
｝ 一 一

0．1 1．4
一 一 一

鈴木 一
19 5

一 一 一
1．3 4．4

一 一

茨城採炭（株） 27 20
一 一 一

0．7 1．2
一 一 一

日本炭鉱（株）
一 一 一 一

14
一 一 一 一

1．7

（注）1．総合財閥系、地方財閥系企業は代表的名称のみ略記し、企業名が異なる場合は複数示した。

　　2．一丁は参入・退出・他社売却を意味する。

　　3．シェアは資本系統企業をすべて合わせたものである。

　　4．入山採炭（株）は20年に大倉鉱業に買収された。
（出所）「鉱区一覧」各年。

一
の
特
徴
は
、
上
位
三
社
の

順
位
（
順
に
三
井
、
三
菱
、

貝
島
）
が
固
定
し
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
ま
た
、
二
〇
年

を
除
く
と
第
四
位
（
明
治
）

ま
で
の
順
位
が
固
定
し
て
い

る
。
第
二
の
特
徴
は
、
大
戦

ブ
ー
ム
期
に
順
位
・
シ
ェ
ア

を
大
き
く
伸
ば
す
企
業
（
古

河
、
古
賀
、
渡
邊
、
大
倉
、

藤
本
）
と
大
規
模
な
参
入

（
鈴
木
、
中
島
）
が
あ
る
こ

と
で
あ
る
。
第
三
の
特
徴
と

し
て
、
二
〇
年
代
に
シ
ェ
ア

を
伸
ば
す
企
業
と
下
げ
る
企

業
な
い
し
は
退
出
す
る
企
業

が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
前
者

は
麻
生
、
浅
野
、
住
友
、
渡

邊
、
大
倉
、
後
者
は
蔵
内
、

古
河
、
古
賀
、
中
島
が
挙
げ

ら
れ
る
。

　
後
者
四
企
業
は
い
ず
れ
も

大
戦
ブ
ー
ム
期
に
順
位
・
シ
ェ

ア
を
大
き
く
伸
ば
し
て
い
た
。
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こ
れ
ら
企
業
の
い
く
つ
か
に
つ
い
て
詳
し
く
み
て
み
よ
う
。
古
河
、
古
賀
、
中
島
は

大
戦
ブ
ー
ム
期
に
急
激
な
事
業
の
拡
張
を
お
こ
な
っ
た
。
古
河
は
、
筑
豊
の
目
尾
・

下
山
田
炭
鉱
の
増
産
を
お
こ
な
っ
た
と
と
も
に
、
一
五
年
に
常
盤
で
白
井
厳
寒
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　

好
間
炭
鉱
を
買
収
し
事
業
を
大
き
く
拡
大
し
た
。
古
賀
春
一
は
一
八
八
二
年
、
佐
賀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

県
に
松
尾
性
で
生
ま
れ
、
古
賀
銀
行
頭
取
の
古
賀
善
兵
衛
家
に
養
子
縁
組
し
た
。
善

兵
衛
の
す
す
め
で
一
九
〇
六
年
に
佐
賀
で
松
島
炭
鉱
の
経
営
に
着
手
し
、
＝
二
年
か

ら
三
井
鉱
山
・
三
井
物
産
と
共
同
事
業
を
お
こ
な
い
、
古
賀
が
全
株
式
の
四
〇
％
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

も
ち
同
鉱
の
会
長
に
就
任
し
た
。
ブ
ー
ム
期
に
は
善
兵
衛
が
経
営
す
る
古
賀
銀
行
か

ら
融
資
を
う
け
常
磐
に
進
出
し
、
一
四
年
に
茨
城
炭
鉱
（
株
）
、
一
七
年
に
磯
原
炭

鉱
（
株
）
を
設
立
し
、
さ
ら
に
同
年
、
新
た
に
買
収
し
た
本
山
炭
鉱
と
磯
原
炭
鉱
を

合
併
し
て
大
日
本
炭
鉱
（
株
）
を
設
立
し
た
。
ま
た
、
同
年
に
三
星
炭
鉱
（
株
）
と

平
炭
鉱
、
翌
年
に
は
東
海
炭
鉱
を
吸
収
合
併
し
た
。
中
島
徳
松
は
一
五
年
に
筑
豊
で

大
徳
炭
鉱
（
後
、
飯
塚
炭
鉱
と
改
称
）
の
経
営
を
は
じ
め
、
一
入
年
に
は
年
産
二
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
万
ト
ン
の
出
炭
を
お
こ
な
う
よ
う
に
な
り
、
「
三
井
田
川
・
三
菱
鯨
田
に
伍
す
一

　
　
ハ
ゐ
　

流
炭
坑
」
と
な
る
勢
い
で
あ
っ
た
。
事
業
に
必
要
な
資
金
は
、
朝
鮮
銀
行
か
ら
六
〇

〇
万
円
を
含
め
合
計
＝
二
〇
〇
円
を
借
り
入
れ
、
一
八
年
に
資
本
金
一
〇
〇
〇
万
円

の
中
島
鉱
業
（
株
）
を
組
織
し
、
さ
ら
に
、
佐
賀
炭
鉱
、
平
山
炭
鉱
の
経
営
に
着
手

し
た
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ら
企
業
は
二
〇
年
の
不
況
と
と
も
に
経
営
が
急
速
に
悪
化
し
て
い
っ

た
。
古
河
は
筑
豊
の
目
尾
炭
鉱
が
採
算
割
れ
に
な
る
と
と
も
に
、
鉱
山
の
老
齢
化
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

進
み
売
却
な
い
し
廃
坑
す
る
方
針
を
と
っ
た
。
さ
ら
に
、
塁
間
炭
鉱
は
二
〇
年
に
坑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

内
浸
水
に
見
舞
わ
れ
、
第
一
坑
、
二
坑
が
か
ん
水
し
て
し
ま
っ
た
。
古
賀
は
す
で
に

一
入
年
か
ら
坑
内
出
水
な
ど
で
経
営
が
不
安
定
に
な
り
は
じ
め
て
い
た
が
、
二
〇
年

に
大
日
本
炭
鉱
が
無
配
当
に
な
り
、
翌
年
、
平
鉱
業
所
、
本
山
鉱
業
所
を
閉
鎖
し
た
。

ま
た
、
義
父
の
経
営
す
る
古
賀
銀
行
が
金
融
恐
慌
で
破
綻
す
る
と
と
も
に
資
金
源
を

失
っ
て
し
ま
っ
た
。
中
島
も
二
〇
年
に
佐
賀
炭
鉱
を
朝
鮮
銀
行
に
、
平
山
炭
鉱
を
中

村
清
七
郎
に
譲
渡
し
、
飯
塚
炭
鉱
の
経
営
を
放
棄
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う

に
こ
れ
ら
企
業
は
ブ
ー
ム
期
に
急
激
に
事
業
を
拡
大
し
た
が
、
二
〇
年
の
不
況
に
加

え
、
坑
内
変
災
、
資
金
難
か
ら
衰
退
し
て
い
っ
た
。
坑
内
変
災
は
大
戦
ブ
ー
ム
期
に

生
産
増
大
の
み
に
集
中
し
、
防
災
設
備
へ
投
資
を
小
額
に
抑
え
た
こ
と
に
も
起
因
す

る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ら
企
業
と
反
対
に
二
〇
年
代
に
シ
ェ
ア
を
伸
ば
す
企
業
が
あ
っ
た

こ
と
は
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
だ
が
、
こ
れ
ら
企
業
は
二
〇
年
代
の
全
国
的
な
カ

ル
テ
ル
活
動
に
よ
る
数
量
調
整
の
下
で
ど
の
よ
う
に
し
て
生
産
を
拡
大
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
つ
ぎ
に
、
こ
の
点
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。

　
ゴ
，
石
炭
鉱
業
連
合
会
の
カ
ル
テ
ル
活
動

　
石
炭
産
業
は
日
露
戦
争
後
の
不
況
か
ら
立
ち
直
れ
ず
に
い
た
が
、
第
一
次
大
戦
が

は
じ
ま
る
と
と
も
に
大
き
な
好
況
を
迎
え
た
。
大
戦
の
初
期
に
は
急
激
な
船
舶
需
要

の
減
少
と
と
も
に
苦
境
に
陥
り
、
筑
豊
で
出
炭
制
限
を
お
こ
な
う
動
き
も
あ
っ
た
が
、

図
1
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
炭
価
は
急
速
に
上
昇
し
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
二

〇
年
に
は
い
る
と
石
炭
産
業
は
深
刻
な
不
況
に
直
面
し
、
炭
価
が
急
激
に
下
落
し
て

い
っ
た
。

　
業
界
は
こ
の
不
況
へ
の
対
策
と
し
て
二
一
年
に
石
炭
鉱
業
連
合
会
（
以
下
、
連
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
と
略
す
）
を
設
立
し
た
。
連
合
会
の
目
的
は
「
石
炭
需
給
の
調
整
と
炭
価
安
定
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

為
に
適
切
有
効
な
る
活
動
」
を
お
こ
な
う
こ
と
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
百
年
の
上
期

・
下
期
を
目
安
に
（
実
際
に
は
月
ご
と
に
変
更
さ
れ
た
）
貯
炭
量
、
輸
出
入
量
を
考

慮
し
て
国
内
需
要
を
予
測
し
、
連
合
会
を
中
央
組
織
と
し
産
炭
地
ご
と
に
下
部
組
織
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炭価の推移図1
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⊥
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（出所）前掲「石炭統計総観」324頁。

を
設
け
、
各
炭
鉱
の
出
炭
量
を
調
整
し
て
炭
価
の
安
定
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ

た
。
要
す
る
に
、
宝
燈
は
「
需
要
予
測
量
1
1
供
給
量
↓
炭
価
の
安
定
」
を
意
図
し
て

い
た
。
こ
の
需
要
予
測
量
と
各
炭
鉱
が
実
際
に
送
出
し
た
量
（
供
給
量
）
は
表
4
に

表4　石炭鉱業連合会の機能
（千トン）

年 需要予測 実際の供給量 余裕量

1921 14，527 13，980 547

1922 23，501 22，192 1309

1923 28，533 22，923 5610

1924 26，845 24，736 2109

1925 26，392 25，758 634

1926 25，283 25，134 149

1927 27，823 26，438 1385

1928 27，838 26，371 1467

1929 26，810 26，846 一36

1930 24，048 24，184 一136

1931 21，065 21，322 一257

1932 20，447 21，475 一1028

1933 23，109 22，397 711

1934 30，808 31，302 一494

1935 12，146 12，286 一140

注）余裕量＝（需要予測）一（実際の供給量）

　　1925年の活動はおこなわれなかった。

出所）奥中孝三編『石炭鑛業連合会創立拾五

　　　年誌』（石炭鉱業連合会、1936年）25

　　　～27頁。

示
さ
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。
こ
の
表
に
は
、
需
要
予
測
量
か
ら
実
際
の
供
給
量
を

差
し
引
ひ
い
た
余
裕
量
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
二
一
～
二
入
曽
に
お
い
て
需
要

予
測
量
が
供
給
量
を
上
回
り
、
反
対
に
二
九
～
三
二
年
に
は
供
給
量
は
需
要
予
測
量

を
下
回
る
傾
向
に
あ
る
。
需
要
予
測
は
、
多
い
時
で
五
〇
〇
万
ト
ン
台
見
誤
っ
て
い

る
が
、
ほ
ぼ
一
〇
〇
万
ト
ン
台
な
い
し
は
そ
れ
以
下
に
な
っ
て
い
る
。
連
合
会
が

「
有
名
無
実
」
と
し
て
活
動
を
一
旦
停
止
し
た
二
五
年
で
も
、
需
要
予
測
は
ほ
ぼ
正

確
に
計
ら
れ
て
い
た
。
『
石
炭
鉱
業
連
合
会
拾
五
年
誌
』
で
は
二
一
～
二
五
年
を

「
初
期
統
制
」
時
代
、
二
六
年
～
三
二
年
を
「
統
制
第
二
期
陛
統
制
の
試
練
時
代
」

　
　
　
　

と
し
、
連
合
会
組
織
の
機
能
の
強
化
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
と
は
い
え
、
連
合
会
の

需
要
予
測
と
実
際
の
供
給
量
は
ほ
ぼ
一
致
し
お
り
、
連
合
会
の
機
能
設
立
当
初
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

有
効
に
働
い
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
需
要
予
測
量
と
供
給
量
の
一
致
は
、
炭
価
の
安
定
を
導
く
こ
と
に
な
る
。
実
際
の

炭
価
の
動
き
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
表
5
は
、
炭
価
の
標
準
偏
差
を
平
均
で
割
り
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　表5　門司本船乗りトン当り平均

　　　　炭価の各期間変動係数

1）塊　　炭　　　　　　　　　　　（％）

期間（年） 一種 二種 三　種

1916～21

P922～29

P930～34

33．9

Q．3

U．5

36．0

Q．4

V．2

37．0

U．7

W．7

（％）（2）切込炭

期間（年） 一種 二　種 三　種

1916～21

P922～29

P930～34

35．8

R．3

U．7

37．5

R．2

V．4

39．2

W．1

X．1

（％）炭（3）粉

期間（年） 一種 二　種 三　種

1916～21

P922～29

P930～34

38．7

S．4

W．0

39．5

S．5

W．3

40．7

P1．0

P1．1

（出所）門司鉄道局『沿線炭鉱要覧』（同局、

　　　1934年）291頁。

百
分
比
で
表
し
た
変
動
係
数
を
炭
価
趨
勢
の
山
か
ら
谷
ま
で
で
区
分
し
た
も
の
で
あ

る
。
同
表
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
二
二
～
二
九
年
は
、
ど
の
亭
亭
・
等
級
で
も

一
六
～
二
一
年
に
比
べ
変
動
係
数
が
小
さ
く
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
二
二
～
二
九

年
に
炭
価
の
安
定
性
が
保
た
れ
、
連
合
会
の
活
動
が
う
ま
く
機
能
し
て
い
た
こ
と
が

分
か
る
。
し
か
し
、
三
種
炭
は
一
種
、
二
種
炭
と
比
べ
変
動
係
数
が
高
く
な
っ
て
い

る
が
、
下
級
炭
で
あ
る
た
め
需
要
の
弾
力
性
に
左
右
さ
れ
た
か
、
も
し
く
は
ア
ウ
ト

サ
イ
ダ
ー
炭
が
含
ま
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
三
〇
～
三
四
年
に
は
一

種
、
二
種
炭
の
変
動
係
数
が
上
昇
し
、
炭
価
の
安
定
性
が
二
二
～
二
九
年
に
比
べ
低

下
し
て
い
る
。
し
か
し
、
先
に
み
た
よ
う
に
連
合
会
の
需
要
予
測
と
実
際
の
供
給
は

ほ
ぼ
一
致
し
て
お
り
、
昭
和
恐
慌
期
の
急
激
な
需
要
の
減
少
や
、
撫
順
炭
が
ダ
ン
ピ

ン
グ
価
格
で
輸
入
さ
れ
て
き
た
た
め
炭
価
の
変
動
を
も
た
ら
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　
以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
二
〇
年
代
に
連
合
会
の
活
動
は
有
効
に
機
能
し
、
少
な

く
と
も
二
二
～
二
九
年
炭
価
が
安
定
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
各
企
業
が
連
合
会
の

定
め
る
数
量
調
整
を
厳
守
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

下
に
お
け
る
各
企
業
の
動
向
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。

つ
ぎ
に
、
数
量
調
整

　
三
数
量
調
整
下
に
お
け
る
各
企
業
の
動
向

　
二
〇
年
代
に
撤
退
し
た
企
業
（
中
島
、
山
下
、
福
岡
、
茨
城
採
炭
）
、
日
本
炭
鉱
、

官
営
の
商
工
省
、
海
軍
省
を
除
く
と
、
表
3
に
示
さ
れ
て
い
る
全
て
の
炭
鉱
が
連
合

　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

会
に
加
盟
し
て
い
た
。
加
盟
企
業
は
連
合
会
か
ら
産
炭
地
別
に
数
量
調
整
量
を
定
め

ら
れ
、
前
年
な
い
し
あ
る
年
の
出
炭
量
に
対
し
て
＝
疋
の
制
限
率
が
加
え
ら
れ
て
い

　
　た

。
例
え
ば
、
筑
豊
の
場
合
、
二
一
年
忌
「
大
正
七
、
入
、
九
、
三
ヵ
年
ノ
置
炭
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

量
平
均
ヨ
リ
壱
割
七
分
減
ス
ル
コ
ト
」
と
さ
れ
、
二
八
年
は
「
本
年
四
月
以
降
十
二

月
迄
ノ
各
坑
各
月
の
調
節
高
ハ
三
年
度
調
節
高
ノ
平
均
月
割
高
（
年
額
ノ
十
二
分
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　

一）

?
褐
ﾜ
分
ヲ
減
量
シ
タ
ル
モ
ノ
」
と
さ
れ
た
。
規
定
量
を
超
え
た
送
炭
に
つ
い

て
は
、
二
六
年
か
ら
ト
ン
当
た
り
五
〇
銭
の
特
別
賦
課
金
が
課
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
三
二
年
に
ト
ン
当
た
り
一
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
超
過
に
対
す
る
罰
則
が
強
化
さ

れ
た
。
連
合
会
所

属
炭
鉱
が
ど
れ
ほ

ど
制
限
量
を
守
っ

て
い
た
か
を
み
る

た
め
、
三
井
田
川

鉱
業
所
に
つ
い
て

み
て
み
よ
う
。
表

6
に
示
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
、
三
〇

年
に
一
〇
万
ト
ン

表6　三井田川炭鉱の送出炭量の増減

　　　　　　　　　　　　　　（千トン）

年 調整量 実際送出炭量 増　減

1921 527 543 一16

1922 820 795 25

1923 829 868 一39

1924 829 834 一5

1925 869 976 一107

1926 889 864 25

1927 921 905 16

1928 864 876 一12

1929 862 871 一9

1930 776 637 139

1931 637 638 一1

1932 611 654 一43

（注）1925年の活動はおこなわれなかった。

（出所）「田川鉱業所沿革史」第1巻（三井

　　　文庫所蔵）
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表7　数量調整下における各企業群の動向
（千トン）

年 A B C E 合　計
連合会の需
v予測量

1924

P931

13，349

P2，607

5，125

U，577

3，667

P，505

1，229

P，311

23，371

Q2，001

24，736

Q1，322

（注）1．二藍のA～Eの分類については本文を参照。

　　2．31年のA～E合計は連合会数値を上回っているが、大勢
　　　　は概観できる。
（出所）「鉱区一覧」各年。

合
会
の
需
要
予
測
量
は
ほ
ぼ
等
し
い
こ
と
が
分
か
る
。

直
下
で
は
、
出
炭
量
を
下
げ
る
企
業
と
伸
ば
す
企
業
が
あ
り
、
全
体
で
連
合
会
の
需

要
予
測
量
と
ほ
ぼ
等
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
二
〇
年
代
に
シ
ェ
ア
を
伸

ば
す
企
業
は
、
経
営
難
に
陥
っ
た
企
業
の
出
炭
を
補
填
し
て
拡
大
す
る
こ
と
が
可
能

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

で
あ
り
、
こ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
も
と
で
連
合
会
の
活
動
も
機
能
し
て
い
た
。

　
さ
ら
に
重
要
な
こ
と
は
、
連
合
会
が
企
業
間
の
買
収
・
合
併
に
対
し
て
制
約
を
加

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
　

え
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
企
業
が
こ
れ
を
自
由
に
で
き
た
こ
と
で
あ
る
。
明
治
と
麻

　
あ
　生

の
事
例
に
つ
い
て
大
戦
ブ
ー
ム
期
の
動
向
も
含
め
て
み
て
み
よ
う
。
古
河
、
古
賀

な
ど
が
大
戦
ブ
ー
ム
期
に
既
存
企
業
の
買
収
を
通
し
て
事
業
を
拡
大
し
た
の
に
対
し

台
の
超
過
が
あ
る
が
、
こ
れ
を
除
く
と
制
限
量

に
対
す
る
大
き
な
増
減
は
な
く
、
連
合
会
の
定

め
る
制
限
量
が
厳
守
さ
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
連
合
会
の
機
能
が
有
効
に
は
た

ら
い
て
お
り
、
各
企
業
も
連
合
会
の
定
め
る
制

限
量
を
遵
守
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か

し
、
こ
れ
に
は
注
目
す
べ
き
関
係
が
あ
っ
た
。

表
3
に
お
け
る
、
上
位
三
社
を
A
（
三
井
、
三

菱
、
貝
島
）
、
二
〇
年
代
に
シ
ェ
ア
を
伸
ば
す

企
業
を
B
（
明
治
、
麻
生
、
浅
野
、
住
友
、
渡

邉
、
大
倉
）
、
シ
ェ
ア
を
下
げ
る
企
業
、
退
出

す
る
企
業
を
C
（
蔵
内
、
古
河
、
古
賀
、
鈴
木
）
、

そ
の
他
の
企
業
を
D
（
大
正
、
高
取
、
藤
本
）

と
し
て
み
る
。
そ
う
す
る
と
表
7
に
示
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
、
A
～
E
群
の
合
計
出
炭
量
と
連

　
　
　
　
　
　
　
つ
ま
り
、
連
合
会
の
数
量
調

て
、
こ
れ
を
積
極
的
に
お
こ
な
わ
な
か
っ
た
明
治
、
麻
生
の
出
炭
量
は
停
滞
し
、
順

位
・
シ
ェ
ア
が
相
対
的
に
減
少
す
る
結
果
と
な
っ
た
。
麻
生
は
ブ
ー
ム
期
に
吉
隈
炭

鉱
を
中
心
に
、
明
治
も
赤
池
、
豊
国
炭
鉱
に
新
坑
を
開
坑
し
た
が
、
両
企
業
と
も
大

き
な
増
産
に
至
ら
ず
そ
れ
ぞ
れ
年
産
＝
○
万
ト
ン
、
六
〇
万
ト
ン
を
維
持
し
て
い

た
。
両
企
業
と
も
筑
豊
を
中
心
に
事
業
を
お
こ
な
っ
て
い
た
が
、
麻
生
は
北
松
浦

（
佐
賀
県
）
に
久
原
炭
鉱
を
所
有
し
て
い
る
も
の
の
、
ほ
と
ん
ど
採
炭
に
着
手
し
な

か
っ
た
。
明
治
は
麻
生
と
異
な
り
こ
の
時
期
に
小
城
郡
（
佐
賀
県
）
で
多
久
炭
鉱
を

開
発
す
る
と
と
も
に
糟
屋
郡
（
福
岡
県
）
で
高
田
炭
鉱
を
買
収
し
た
が
、
明
治
の
主

要
炭
鉱
は
ブ
ー
ム
期
以
前
か
ら
経
営
を
お
こ
な
っ
て
い
た
明
治
炭
鉱
、
豊
国
炭
鉱
で

あ
り
、
買
収
し
た
多
久
、
高
田
両
鉱
は
そ
れ
ぞ
れ
同
社
の
も
つ
全
炭
鉱
の
シ
ェ
ア
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
％
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
明
治
は
一
八
年
忌
北
海
道
の
雨
龍
鉱
区
を
買
収
し

た
が
、
事
業
に
着
手
し
な
い
ま
ま
大
戦
ブ
ー
ム
期
を
終
え
た
。
こ
の
よ
う
に
明
治
、

麻
生
は
大
戦
ブ
ー
ム
期
に
積
極
的
に
事
業
の
拡
大
を
お
こ
な
わ
な
か
っ
た
。
こ
れ
は

企
業
間
の
競
争
の
激
化
や
資
金
的
問
題
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
ブ
ー
ム
に
乗
じ

な
い
保
守
的
経
営
を
お
こ
な
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
両
企
業
は
大
戦
ブ
ー
ム
期
と
は
反
対
に
二
〇
年
代
に
既
存
企
業

を
積
極
的
に
買
収
し
て
い
っ
た
。
明
治
は
二
四
年
に
佐
藤
商
店
か
ら
久
原
炭
鉱
を
買

収
し
、
二
九
年
に
倒
産
し
た
鈴
木
商
店
系
の
帝
国
起
業
か
ら
至
徳
炭
鉱
、
鴻
ノ
巣
炭

鉱
を
買
収
し
た
。
麻
生
も
ま
た
同
企
業
か
ら
木
屋
瀬
、
起
行
小
松
炭
鉱
を
買
収
し
、

麻
生
太
吉
を
社
長
に
資
本
金
一
五
〇
万
円
の
九
州
鉱
業
（
株
）
を
設
立
し
た
。
ま
た
、

明
治
は
二
六
年
に
中
野
商
店
と
共
同
し
て
資
本
金
三
〇
〇
万
円
の
嘉
穂
鉱
業
（
株
）

を
設
立
し
た
。
こ
の
鉱
区
は
一
入
質
入
年
か
ら
中
野
商
店
、
松
本
の
共
同
所
有
で
採

炭
準
備
を
進
め
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
同
社
の
初
代
社
長
に
は
明
治
鉱
業
社
長
の
松

本
健
次
郎
が
就
任
し
経
営
権
を
掌
握
し
た
。
さ
ら
に
、
明
治
は
三
一
年
に
平
山
炭
鉱
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を
平
山
炭
鉱
（
株
）
（
金
丸
鉱
業
経
営
）
か
ら
買
収
し
、
三
二
年
に

平
山
鉱
業
（
株
）
を
設
立
、
社
長
に
松
本
の
次
男
で
あ
る
清
三
郎
、

取
締
役
に
明
治
鉱
業
の
重
役
た
ち
を
就
任
さ
せ
た
。
こ
の
他
に
も
明

治
は
、
二
九
年
か
ら
一
入
年
に
買
収
し
た
北
海
道
鉱
区
の
開
坑
準
備

を
お
こ
な
い
三
一
年
か
ら
出
炭
を
開
始
し
て
い
る
。

　
も
う
ひ
と
つ
、
住
友
に
つ
い
て
み
て
お
こ
う
。
住
友
は
財
閥
系
企

業
で
あ
る
三
井
二
二
菱
に
比
べ
炭
鉱
業
へ
の
進
出
に
遅
れ
て
い
た
が
、

二
一
年
に
長
崎
の
大
瀬
炭
鉱
を
買
収
し
二
〇
年
代
前
半
に
大
き
く
シ
ェ

ア
を
伸
ば
し
た
。
ま
た
、
二
八
年
に
北
海
道
鉱
業
か
ら
歌
志
内
、
新

歌
志
内
、
奔
別
炭
鉱
を
買
収
し
て
坂
市
太
郎
と
共
同
経
営
の
住
友
坂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

炭
鉱
を
設
立
し
、
三
一
年
に
こ
れ
ら
炭
鉱
を
住
友
炭
鉱
に
移
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
明
治
、
麻
生
、
住
友
は
、
連
合
会
の
数
量
調
整
下
に

積
極
的
な
既
存
企
業
の
買
収
を
お
こ
な
い
、
二
〇
年
代
に
シ
ェ
ア
を

伸
ば
し
て
い
っ
た
。
つ
ま
り
、
数
量
調
整
と
い
う
新
し
い
ル
ー
ル
の

も
と
で
企
業
間
の
競
争
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
で
き
よ

う
。

四
　
小
規
模
炭
鉱
企
業
の
動
向

↓
地
域
性

　
は
じ
め
に
、
小
規
模
炭
鉱
企
業
の
地
域
性
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。

府
県
別
炭
鉱
数
の
推
移
は
表
8
に
示
さ
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。
筑

豊
炭
田
を
有
す
る
福
岡
県
の
割
合
は
多
い
が
、
北
松
浦
炭
田
な
ど
を

有
す
る
長
崎
県
の
割
合
も
見
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ず
、
一
四
～
三
六

表8　府県別小規模炭鉱数の推移

番　号 県名 1914年 1920年 1925年 1932年 1936年

炭鉱数 割合（％） 炭鉱数 割合（％） 炭鉱数 割合（％） 炭鉱数 割合（％） 炭鉱数 割合（％）

1 長　崎 109 42．7 92 28．7 67 30．5 51 30．7 49 24．1

2 佐　賀 20 7．8 13 4．0 9 4．1 12 7．2 15 7．4

3 熊　本 16 6．3 14 4．4 9 4．1 5 3．0 11 5．4

4 福　岡 84 32．9 136 42．4 83 37．7 70 42．2 91 44．8

5 山　口 43 16．9 44 13．7 26 11．8 27 16．3 33 16．3

6 福　島 27 10．6 35 10．9 36 16．4 23 13．9 19 9．4

7 茨城 9 3．5 12 3．7 7 3．2 3 1．8 6 3．0

8 北海道 20 7．8 29 9．0 21 9．5 9 5．4 12 5．9

9 長　野 17 6．7 13 4．0 11 5．0 9 5．4 7 3．4

10 山　形 10 3．9 9 2．8 6 2．7 4 2．4 4 2．0

11 岡　山 3 0．9

12 岩　手 2 0．6

13 岐阜 2 0．6 2 0．9

14 京都 1 0．6 1 0．5

15 群　馬 1 0．4

16 広　島 1 0．3

17 香　川 1 0．5 1 0．6 1 0．5

18 埼　玉 1 0．5

19 三　重 4 1．2 1 0．5

20 秋　田 5 2．0 1 0．3 1 0．5

21 新　潟 3 1．2 1 0．3 2 0．9

22 島根 2 0．6

23 福　井 1 0．5

24 和歌山 4 1．8 2 1．2 2 1．0

合　計 255 100 321 100 220 100 166 100 203 100

（注）1．空欄は0。
（出所）「鉱区一覧」各年。
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年
に
お
い
て
両
県
で
全
体
の
仁
心
〇
％
の
小
規
模
企
業
が
存
在
し
て
い
た
。
ま
た
、

山
口
県
、
常
盤
炭
田
（
福
島
県
・
茨
城
県
）
に
も
小
規
模
企
業
が
比
較
的
多
く
存
在

し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
、
従
来
か
ら
述
べ
ら
れ
て
き
た
よ
う
に
、
北
海

道
で
は
小
規
模
企
業
数
が
少
な
く
、
と
く
に
三
〇
年
代
の
減
少
は
著
し
い
。

ゴ
存
続
性

　
つ
ぎ
に
、
各
期
間
の
小
規
模
炭
鉱
企
業
の
存
続
性
に
つ
い
て
、
シ
ェ
ア
一
％
以
上

の
大
規
模
炭
鉱
企
業
と
比
較
し
な
が
ら
み
て
み
よ
う
。
各
期
間
に
お
け
る
企
業
の
存

続
性
は
表
9
に
示
さ
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。
全
分
析
対
象
期
間
、
す
な
わ
ち
一
四

～
三
六
年
に
退
出
し
た
大
規
模
企
業
数
は
、
一
四
年
に
の
み
名
前
が
記
載
さ
れ
て
い

る
好
間
炭
鉱
（
株
）
、
東
京
瓦
斯
（
株
）
（
以
上
、
I
l
A
）
の
計
二
社
、
一
四
～
二

〇
年
に
限
っ
て
存
続
す
る
福
岡
鉱
業
（
株
）
、
茨
城
採
炭
（
株
）
（
以
上
、
I
l
F
）

の
計
二
社
、
二
〇
～
二
五
年
に
限
っ
て
存
続
す
る
鈴
木
商
店
、
二
五
年
に
脱
落
す
る

中
島
鉱
業
（
株
）
の
合
計
六
二
で
あ
っ
た
。
他
方
、
一
四
～
三
六
年
に
存
続
す
る
大

規
模
企
業
は
麻
生
、
浅
野
、
海
軍
省
、
貝
島
、
蔵
内
、
住
友
、
大
正
、
高
取
（
杵
島
）
、

農
商
務
省
、
古
河
、
三
井
、
三
菱
、
明
治
、
渡
邊
（
沖
ノ
山
）
（
以
上
1
－
E
）
、
藤

本
（
I
l
J
）
、
大
倉
、
古
賀
（
以
上
、
I
l
K
）
の
計
一
七
社
で
あ
り
、
大
規
模

企
業
の
存
続
性
が
高
い
こ
と
が
分
か
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
多
く
の
小
規
模
企
業
の
存
続
期
間
は
短
か
っ
た
。
一
四
年
に
存

在
し
二
〇
年
に
資
料
に
は
み
ら
れ
な
い
炭
鉱
、
す
な
わ
ち
一
四
年
～
二
〇
年
に
退
出

し
た
炭
鉱
は
二
六
五
社
（
H
l
A
）
に
昇
り
、
他
方
二
〇
年
に
こ
れ
と
は
全
く
別
の

企
業
・
経
営
者
骨
脂
○
社
（
H
l
K
）
が
参
入
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
五
年
前

後
で
参
入
・
退
出
す
る
傾
向
は
ど
の
期
間
も
続
い
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
よ

う
に
小
規
模
企
業
は
参
入
・
退
出
が
頻
繁
に
繰
り
返
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
ら
企
業

は
零
細
経
営
で
あ
る
と
い
う
特
徴
も
備
え
て
い
た
。
こ
の
う
ち
シ
ェ
ア
○
・
一
％
未

満
の
経
営
は
一
四
年
に
七
九
・
六
％
（
二
一
一
／
二
六
五
・
一
〇
〇
）
、
二
〇
年
に

七
入
・
九
％
（
二
二
一
／
二
三
○
・
一
〇
〇
）
、
二
五
年
に
七
六
・
○
％
（
＝
四

／
一
五
〇
・
一
〇
〇
）
、
三
二
年
七
〇
・
八
％
（
一
〇
二
／
一
四
四
・
一
〇
〇
）
、
三

六
年
に
六
八
・
三
％
（
一
一
四
／
一
六
七
・
一
〇
〇
）
で
あ
り
、
全
体
の
六
〇
％
強

か
ら
入
○
％
弱
ま
で
が
零
細
経
営
で
あ
っ
た
。
お
そ
ら
く
、
こ
れ
ら
企
業
は
事
業
を

投
機
的
に
お
こ
な
う
か
、
特
別
な
需
要
な
ど
を
目
当
て
に
零
細
経
営
を
お
こ
な
っ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
な
か
で
も
比
較
的
規
模
の
大
き
い
、
奔
別
炭
鉱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

（
株
）
（
シ
ェ
ア
○
・
六
％
）
、
北
海
道
鉱
業
（
株
）
（
シ
ェ
ア
○
・
九
％
）
な
ど
は

大
規
模
企
業
か
ら
買
収
さ
れ
て
い
た
。

　
三
事
業
継
続
志
向
型
企
業
の
動
向

　
し
か
し
、
小
規
模
企
業
の
多
く
が
短
命
で
あ
っ
た
な
か
、
一
〇
年
以
上
存
続
す
る

企
業
が
存
在
し
た
こ
を
見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
企
業
を
参
入
・
退
出
を

繰
り
返
す
投
機
型
企
業
と
対
照
的
に
事
業
継
続
志
向
型
企
業
と
呼
び
た
い
。
表
1
0
は
、

表
9
に
示
さ
れ
た
三
期
間
（
一
〇
年
）
以
上
存
続
し
た
企
業
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
て

い
る
。
こ
の
な
か
に
は
シ
ェ
ア
○
・
一
％
に
未
満
、
1
印
で
示
さ
れ
た
シ
ェ
ア
○
・

〇
一
％
未
満
の
零
細
経
営
も
多
く
存
在
し
て
い
る
が
、
岩
崎
（
E
l
一
）
、
久
恒

（
E
一
入
）
、
佐
藤
商
店
（
H
）
、
三
好
鉱
業
（
1
）
、
姪
浜
鉱
業
（
株
）
（
O
l
一
）
、

小
田
炭
鉱
（
O
l
三
）
、
東
邦
炭
鉱
（
株
）
（
S
）
な
ど
の
シ
ェ
ア
が
○
・
五
％
を
超

え
る
経
営
規
模
の
大
き
な
企
業
が
存
在
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
リ
ス
ト
に
記
載
さ
れ
た
企
業
の
出
炭
シ
ェ
ア
の
推
移
に
は
注
目
す
べ
き
関

係
が
あ
っ
た
。
図
2
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
一
四
年
か
ら
存
在
す
る
企
業
の
シ
ェ

ア
は
二
〇
年
代
後
半
に
下
が
っ
て
ゆ
き
、
反
対
に
二
〇
年
代
に
参
入
す
る
企
業
の
シ
ェ
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表9炭鉱企業の存続自
記　号 期　間（年） 資料掲　同年 シェア（％） 計

1 1

14 20 25 32 36 1％以上 1％未満

1914～36

A 14 ○ 2 264 266

B 14～20 ○ ○ 22 22

C 14～25 ○ ○ ○ 24 24

D 14～32 ○ ○ ○ ○ 4
、 4

E 14～36 ○ ○ ○ ○ ○ 14 9 23

F 14～20、32～36 ○ ○ ○ ○ 1 1

G 14～20（2） △ ○ 2 2

H 14～25（2） ▽ ○ ○ 1 1

1 14～32（2） △ ○ ○ ○ 1 1

J 14～36（2） △ ○ ○ ○ ○ 2 2

K 14～36（3） ○ ○ ○ ○ △ 1 1

1920～36

L 20 ○ 275 275

M 20～25 ○ ○ 1 48 49

N 20～32 ○ ○ ○ 8 8

0 20～36 ○ ○ ○ ○ 9 9

P 20、32～36 ○ ○ ○ 2 2

Q 20．36 ○ ○ 1 1

R 20～25、36 ○ ○ ○ 1 1

S 20～36（2） ○ ○ ○ ▽ 1 1

T 20～36（3） ○ △ ○ 1 1

1925～36

u 25 ○ 147 147

V 25～32 ○ ○ 11 11

W 25～36 ○ ○ ○ 13 13

1932～36

X 32 ○ 139 139

Y 32～36 ○ ○ 50 50

Z 1936 ○ 1 160 161

（注）1．△は1％未満、▽は1％以上にあったことを示す。

　　2．各年のシェア1％以上企業数・1％未満企業数は以下の通り。1914年；19・304（計323）、

　　　　1920年：22・337（計359）、1925年：18・220（238）、1932年（計206）、1935年：18・199

　　　　（計217）。

（出所）「鉱区一覧」各年。

ア
が
伸
び
て
い
る
。
つ
ま
り
、

前
者
は
衰
退
傾
向
に
あ
り
、

後
者
は
拡
大
傾
向
に
あ
っ
た

　
　
　
　
　
お
　

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
は
じ

め
に
、
前
者
の
事
例
を
い
く

つ
か
み
て
み
た
い
。
三
好
鉱

業
は
、
一
九
〇
四
年
に
事
業

を
開
始
し
、
一
〇
年
代
前
半

に
四
炭
鉱
を
所
有
し
て
い
た

が
、
ブ
ー
ム
期
に
は
い
る
と

休
鉱
し
て
い
た
高
松
炭
鉱
の

　
　
　
　
　
ち

開
坑
に
着
手
し
約
一
・
五
倍

の
増
産
に
成
功
し
た
。
さ
ら

に
、
二
〇
年
代
に
大
君
高
尾

を
新
た
に
開
坑
し
た
が
、
結

局
三
四
年
、
日
産
化
学
に
所

有
炭
鉱
を
売
却
し
斯
業
か
ら

徹
底
し
た
。
ま
た
、
村
井
鉱

業
（
E
l
二
）
は
、
煙
草
事

業
で
成
功
し
た
村
井
吉
兵
衛

が
一
七
年
に
設
立
し
た
企
業

　
お
　

で
あ
る
。
同
社
は
一
四
年
に

長
崎
で
五
炭
鉱
を
所
有
し
、

二
〇
年
ま
で
に
長
尾
・
鳥
山
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図2　小規模炭鉱企業のシェア比較
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→一1914年に存在する企業一e－1920年代に参入する企業

（注）「1914年から存在する企業」は表10のC、D、　E、　H、

　　する企業」は下表のN、0、S、　Wの合計。
（出所）「鉱区一覧」各年。

1の合計「1920年から存在

・
向
山
炭
鉱
の
経
営
か
ら
退
く
も
の
の
、
長
崎
で
鹿
爪
炭
鉱
、
福
岡
で
粕
屋
炭
鉱
の

経
営
に
着
手
し
、
ブ
ー
ム
期
に
増
産
を
お
こ
な
っ
た
が
、
三
〇
年
代
に
主
要
炭
鉱
で

あ
る
福
島
炭
鉱
を
売
却
し
、
事
業
を
縮
小
し
た
。
こ
れ
ら
企
業
の
停
滞
性
に
つ
い
て

は
、
鉱
脈
が
尽
き
る
と
い
っ
た
自
然
的
条
件
と
と
も
に
そ
れ
を
追
加
的
に
採
掘
す
る

資
金
的
条
件
も
考
え
る
が
、
こ
こ
で
は
大
戦
ブ
ー
ム
期
に
お
け
る
急
激
な
事
業
拡
大

が
衰
退
を
招
い
た
、
高
良
宗
七
（
C
l
七
）
、
王
城
炭
鉱
（
E
l
三
）
の
事
例
を
み

て
み
よ
う
。
高
良
は
一
三
年
に
山
口
県
の
西
沖
ノ
山
炭
鉱
の
経
営
に
着
手
し
、
ブ
ー

ム
期
の
石
炭
需
要
の
増
大
と
と
も
に
資
本
金
を
四
〇
万
円
か
ら
七
〇
万
円
に
増
資
し

規
模
を
拡
大
し
た
が
、
二
〇
年
代
に
は
い
る
と
経
営
不
振
に
陥
り
、
選
炭
を
強
化
す

る
こ
と
で
販
路
を
確
保
す
る
も
の
の
、
二
五
年
に
鉱
脈
が
尽
き
て
し
ま
い
斯
業
か
ら

　
　
　
ハ
タ

撤
退
し
た
。
一
八
九
三
年
に
川
合
芳
次
郎
が
開
坑
し
た
王
城
炭
鉱
の
出
炭
は
低
減
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ

て
い
た
が
、
大
戦
ブ
ー
ム
期
に
第
二
坑
の
開
削
に
よ
り
約
三
・
五
倍
の
増
産
に
成
功

し
た
。
し
か
し
、
急
激
な
事
業
拡
大
は
労
働
生
産
性
を
低
下
さ
せ
、
さ
ら
に
坑
内
変

災
で
出
炭
の
低
減
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
こ
れ
ら
が
二
〇
年
代
に
シ
ェ
ア
を
下
げ
る
要

因
と
な
っ
た
。

　
つ
ぎ
に
、
二
〇
年
代
に
経
営
規
模
が
拡
大
し
た
企
業
に
つ
い
て
み
て
み
た
い
。
こ

れ
ら
企
業
の
代
表
例
は
、
小
畠
治
平
（
N
I
六
）
、
小
田
炭
鉱
（
O
l
三
）
、
静
置

（
O
l
五
）
、
橋
上
鉱
業
（
O
l
七
）
、
山
陽
無
煙
炭
炭
鉱
（
W
l
三
）
、
日
支
炭
鉱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
　

汽
船
（
W
l
五
）
、
小
林
勇
平
（
W
l
六
）
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
静
馨
と
橋
上
鉱
業

に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
二
〇
年
代
前
半
に
、
静
藤
治
郎
が
弟
静
馨
名
義
で
所
有
し

た
各
炭
鉱
は
規
模
を
大
き
く
拡
大
し
た
。
藤
治
郎
は
大
阪
の
株
式
仲
買
業
を
営
む
者

で
、
一
六
年
に
公
刊
さ
れ
た
『
全
国
五
十
万
円
以
上
資
産
家
表
』
に
も
名
前
が
記
載

　
　
　
　
お
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
れ
て
い
る
。
彼
は
一
七
年
に
長
崎
で
肥
前
炭
鉱
を
開
坑
、
池
野
炭
鉱
と
そ
の
隣
接

鉱
区
を
買
収
す
る
こ
と
で
斯
業
に
進
出
し
た
。
し
か
し
、
大
戦
ブ
ー
ム
期
の
肥
前
・

池
野
は
年
産
四
〇
〇
〇
ト
ン
規
模
の
零
細
経
営
で
あ
っ
た
が
、
二
五
年
ま
で
に
池
野

の
隣
接
鉱
区
に
二
〇
〇
〇
～
三
〇
〇
〇
ト
ン
規
模
の
炭
鉱
を
八
坑
開
坑
す
る
と
と
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

に
、
二
七
年
に
年
産
一
〇
万
ト
ン
規
模
の
神
田
炭
鉱
を
開
坑
し
た
。
橋
上
保
は
一
八

入
九
年
に
筑
豊
の
京
都
郡
椿
市
村
に
生
ま
れ
、
一
六
歳
で
父
の
炭
鉱
業
を
手
伝
い
、
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表10　10年以上存続する小規模炭鉱（その1）

記号 番号 鉱　業権者名 順　　　位 シェア（％）

1914 1920 1925 1932 1936 1914 1920 1925 1932 1936

C 1 中野徳次郎／昇／（株）中野商店 20 36 37 0．9 0．3 0．3

2 茨城無煙炭鉱（株） 24 24 23 0．7 0．8 0．8

3 井上鉱業（合） 29 29 48 0．5 0．6 0．1

4 （資）松浦炭鉱 35 38 33 0．3 0．3 0．3

5 山口無煙炭鉱（合） 38 44 50 0．3 0．2 0．1

6 堀川團吉 42 37 134 0．3 0．3 0．01

7 高良宗七 53 34 27 0．1 0．4 0．6

8 中野喜三郎 60 112 97 0．1 0．04 0．03

9 釧勝興業（株） 82 46 41 0．1 0．2 0．2

10 坂市太郎／坂炭鉱（株） 111 43 36 0．02 0．2 0．3

11 中村長吉 ユ15 145 84 0．02 0．02 0．05

12 川野稲作／佐一 120 258 157 0．02
一

0．01

13 濱野治八 125 287 74 0．02
一

0．1

14 松本益二 129 241 144 0．01 0．01 0．01

15 田邊義民 145 175 138 0．01 0．02 0．01

16 橋本謹爾 170 152 101 0．01 0．02 0．03

17 山本峯一 176 256 179
一 一 一

18 坂井清澄 192 245 213
一

0．01
一

19 宮川謙一郎 193 229 228 一
0．01

一

20 徳田与三郎 211 162 98
一

0．02 0．03

21 平野六之助 215 335 235 一 一 一

22 横山覚太郎 275 338 226 一 一 一

23 増澤荘助 284 329 216 一 一 一

24 法師山儀市 323 240 195 一
0．01

一

D 1 （資）三笠商会／（株）三笠商店 32 41 57 59 0．4 0．3 0．1 0．09

2 品川白煉瓦（株） 97 97 92 124 0．03 0．1 0．04
一

3 麓政太郎 132 143 106 173 0．01 0．03 0．02 一

4 杉野外生 267 339 227 189
一 一 一 一

E 1 岩崎久米吉／寿喜蔵 22 28 34 25 41 0．9 0．6 0．3 0．6 0．2

2 村井吉兵衛／村井鉱業（掬 39 39 22 33 56 0．3 0．3 0．8 0．3 0．1

3 王城炭鉱（株） 40 27 47 191 46 0．3 0．7 0．2
一

0．2

4 野口庄一郎 109 181 79 82 106 0．02 0．01 0．1 0．04 0．02

5 松島志米蔵 150 105 109 112 97 0．01 0．05 0．02 0．01 0．03

6 北峰吉 156 312 192 140 161 0．01
一 一 一 一

7 潮村哲次郎／浪雄 163 182 110 99 99 0．01 0．01 0．02 0．02 0．03

8 久恒貞雄／久恒鉱業（株） 212 31 24 29 24
一

0．5 0．8 0．4 0．6

9 宮崎長松 282 294 221 187 178
一 ｝ 一 一 一
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表10　10年以上存続する小規模炭鉱（その2）

記号 番号 鉱　業権者名 順　　　位 シェア（％）

1914 1920 1925 1932 1936 1914 1920 1925 1932 1936

H 1 佐藤慶太郎／（株）佐藤商店 18 26 28 1．1 0．7 0．6

1 1 三好鉱業（株） 21 23 18 18 0．9 1．1 1．0 1．2

N 1 海老津炭鉱（株） 40 32 36 0．3 0．4 0．2

2 東日本炭鉱（株） 72 123 163 0．1 0．02

3 大嶺無煙炭鉱（株） 100 44 32 0．1 0．2 0．3

4 不動澤炭鉱（株） 103 58 104 0．05 0．1 0．02

5 愼武 132 86 77 0．03 0．04 0．05

6 小畠丁丁 184 89 53 0．01 0．04 0．1

7 吉岡三蔵 269 140 87
一

0．01 0．04

8 力富又四郎 347 197 179
一 一 一

0 1 姪浜鉱業（株）／早良鉱業（株） 25 25 20 22 0．7 0．6 0．9 0．9

2 長門起業炭鉱（株） 68 53 52 62 0．1 0．1 0．1 0．1

3 小田炭鉱（株）／小田吉治 76 30 31 35 0．1 0．4 0．3 0．4

4 松澤清次郎 127 121 103 113 0．03 0．02 0．02 0．02

5 丁霊／静鉱業（株） 128 29 21 20 0．03 0．4 0．7 0．9

6 今幡西衛 161 200 119 127 0．02
一 0．01 0．0

7 橋上保／橋上鉱業（株） 300 149 40 37
一

0．01 0．21 0．3

8 宮川多門 343 222 194 210
一 一 一 『

9 池田為作 348 178 162 190
一 一 一 一

S 1 東邦炭鉱（株） 30 31 19 19 0．5 0．4 0．9 1．0

W 1 山陽無煙炭鉱（株） 42 28 79 0．2 0．4 0．1

2 共同石炭（株） 43 51 54 0．2 0．12 0．1

3 （株）南至洋行 76 74 89 0．1 0．05 0．04

4 森直記 102 93 125 0．03 0．03 0．0

5 日支炭鉱汽船（株） 114 46 63 0．02 0．2 0．1

6 小林勇平 126 50 28 0．01 0．13 0．5

7 關又一 132 86 74 0．01 0．04 0．1

8 伊藤眞治 158 160 180
一 一 ｝

9 田中市太郎 159 61 57
一 0．09 0．1

10 田野元次 160 204 188
一 一 一

11 西山六郎助 163 130 187
一 一 一

12 田川チカ 218 159 197
一 一 一

13 藤田虎吉 219 193 199
　 一 一

（注）1．連続性のある経営者、企業は列記した。

　　2．一はシェア0．01未満。

　　3．3期間以上連続して存続するもののみを取り上げた。

（出所）「鉱区一覧」幾年。
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二
一
歳
で
独
立
し
て
炭
鉱
経
営
に
着
手
し
た
。
大
戦
ブ
ー
ム
期
に
は
、
筑
豊
で
式
部

炭
鉱
、
昇
龍
炭
鉱
、
佐
賀
県
佐
世
保
で
保
立
炭
鉱
な
ど
を
買
収
し
て
事
業
を
拡
大
し

た
が
、
そ
の
後
、
一
旦
炭
鉱
経
営
を
放
棄
し
東
京
で
会
社
設
立
を
企
て
る
が
失
敗
し

た
た
め
、
再
び
二
一
年
に
上
山
炭
鉱
を
買
収
し
、
さ
ら
に
三
二
年
橋
上
鉱
業
（
株
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

（
後
、
日
本
心
事
（
株
）
と
改
称
）
を
設
立
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
静
は
株
仲
買
人

と
い
う
職
業
か
ら
既
存
企
業
の
買
収
に
よ
り
斯
業
に
進
出
し
、
実
際
の
炭
鉱
経
営
は

支
配
人
に
任
せ
て
い
た
が
、
橋
上
は
採
炭
夫
の
経
験
を
通
し
て
自
ら
の
手
腕
で
炭
鉱

経
営
を
お
こ
な
っ
た
。
両
者
の
事
例
は
対
照
的
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ら
企
業
は
シ
ェ
ア
一
％
を
超
え
て
拡
大
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
。
表
1
0
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
三
好
鉱
業
と
佐
藤
商
店
が
わ
ず
か
に
一
％
を

上
回
っ
て
い
る
が
、
静
も
含
め
全
て
の
企
業
が
一
％
を
超
え
て
い
な
い
。
小
規
模
炭

鉱
が
こ
れ
以
上
に
拡
大
す
る
こ
と
に
は
限
界
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

結

謳口口

　
最
後
に
、
本
研
究
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
事
実
を
先
行
研
究
と
比
較
し
な
が
ら
ま
と

め
て
み
よ
う
。

↓
　
資
本
系
統
企
業
の
シ
ェ
ア
を
合
計
し
た
集
中
度
は
、
大
戦
ブ
ー
ム
期
に
低
下

し
二
〇
年
代
に
再
び
上
昇
す
る
が
、
大
戦
ブ
ー
ム
期
以
前
の
水
準
を
大
き
く
越
え
る

こ
と
が
な
か
っ
た
。
ま
た
、
三
井
鉱
山
・
三
菱
鉱
業
の
シ
ェ
ア
は
一
四
年
忌
三
六
年

を
比
較
す
る
と
明
ら
か
に
低
下
し
、
傘
下
企
業
の
シ
ェ
ア
を
合
計
し
て
も
同
期
間
に

わ
ず
か
に
上
昇
す
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
二
〇
年
代
に
お
け
る
「
三
井
・
三

菱
の
独
占
」
と
い
う
指
摘
は
再
考
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
明
治
・
麻
生
・
渡
邊

は
二
〇
年
代
の
シ
ェ
ア
を
伸
ば
し
て
お
り
、
丁
の
論
じ
た
「
地
方
石
炭
専
業
企
業
の

停
滞
性
」
に
も
疑
問
が
残
る
。

　
ゴ
　
ニ
○
年
代
に
お
け
る
連
合
会
の
カ
ル
テ
ル
活
動
は
、
需
給
予
測
に
基
づ
き
供

給
を
一
致
さ
せ
る
数
量
調
整
が
成
功
し
、
炭
価
を
安
定
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

し
か
し
、
こ
れ
は
経
営
不
振
な
ど
に
よ
る
出
炭
を
減
少
さ
せ
る
企
業
と
、
そ
れ
を
補

填
す
る
た
め
に
出
炭
を
伸
ば
す
企
業
の
均
衡
か
ら
成
り
立
っ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
企

業
に
は
こ
の
補
填
分
を
奪
い
合
う
可
能
性
も
残
さ
れ
て
い
た
し
、
既
存
企
業
の
買
収

が
制
約
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
競
争
を
持
続
さ
せ
る
要
因
で
あ
っ
た
。
先
行
研

究
に
お
け
る
「
二
〇
年
代
の
カ
ル
テ
ル
活
動
に
よ
る
企
業
間
競
争
の
縮
小
」
論
は
、

カ
ル
テ
ル
活
動
の
…
機
能
が
有
効
で
あ
る
こ
と
を
「
競
争
の
縮
小
」
と
同
一
視
し
て
お

り
、
数
量
調
整
と
い
う
新
た
な
ル
ー
ル
の
下
で
お
こ
る
企
業
間
の
競
争
的
側
面
が
考

　
　
　
　
　
　
　
　
　

慮
さ
れ
て
な
か
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　
∋
　
小
規
模
企
業
に
は
参
入
・
退
出
を
頻
繁
に
繰
り
返
す
投
機
的
な
零
細
経
営
層

　
（

が
存
在
し
て
お
り
、
隅
谷
三
喜
男
の
言
う
よ
う
な
「
簡
単
に
再
出
現
し
、
あ
え
な
く

消
滅
し
て
い
く
」
傾
向
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
一
〇
年
以
上
に
わ
た
っ
て
事
業
を
継

続
的
に
志
向
す
る
企
業
も
存
在
し
て
お
り
、
こ
の
な
か
に
は
経
営
規
模
を
拡
大
す
る

企
業
も
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
丁
の
言
う
「
中
小
炭
鉱
の
成
長
」
論
は
正
し
い
と
い
え

る
が
、
二
〇
年
半
ば
を
境
に
衰
退
・
拡
大
す
る
企
業
が
あ
っ
た
こ
と
も
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
。

　
以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
戦
問
期
と
く
に
二
〇
年
代
に
お
け
る
炭
鉱
企
業
の
動
向

は
、
先
行
研
究
に
お
け
る
独
占
化
・
寡
占
化
・
非
競
争
的
で
括
ら
れ
る
企
業
間
の
固

定
的
イ
メ
ー
ジ
と
は
反
対
に
、
中
村
の
指
摘
す
る
「
生
産
集
中
度
の
低
下
・
企
業
間

の
競
争
」
と
い
う
企
業
間
の
流
動
的
側
面
が
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
三
井
系
二
二
菱
系

企
業
の
大
戦
ブ
ー
ム
期
を
除
く
二
〇
年
代
、
三
〇
年
代
の
二
社
集
中
度
は
約
四
〇
％

か
ら
変
化
し
な
か
っ
た
が
、
紡
績
業
に
お
け
る
「
六
大
紡
」
の
生
産
集
中
度
は
二
一
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あ
　

年
下
期
に
六
七
・
入
％
か
ら
三
一
年
下
期
に
四
五
二
二
％
に
低
下
し
て
い
た
。
こ
れ

と
比
較
す
る
と
三
井
・
三
菱
は
高
い
シ
ェ
ア
を
維
持
し
て
い
た
と
言
え
る
た
め
、
産

業
聞
の
比
較
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
の
問
題
と
と
も
に
、
本
稿
で
得
た
観

察
結
果
も
踏
ま
え
、
今
後
、
個
別
実
証
研
究
を
お
こ
な
い
た
い
と
思
う
。

（
付
記
）
本
稿
は
、
近
代
史
料
研
究
会
第
七
七
回
（
九
州
大
学
、
二
〇
〇
〇
年
一
〇

月
一
四
日
、
北
九
州
大
学
）
、
経
営
史
学
会
関
西
部
会
（
二
〇
〇
一
年
六
月
二
三
日
、

於
龍
谷
大
学
）
の
報
告
内
容
に
基
づ
い
て
い
る
。
と
く
に
、
近
代
史
料
研
究
会
に
お

い
て
は
東
条
宣
昌
、
荻
野
喜
弘
、
新
酒
拓
生
先
生
に
貴
重
な
ご
指
摘
を
頂
い
た
。
記

し
て
謝
意
を
示
し
ま
す
。

註

（
1
）
中
村
隆
英
・
尾
高
焼
之
助
編
『
日
本
経
済
史
六
　
二
重
構
造
』
（
岩
波
書
店
、
一

　
九
八
九
年
）
。

（
2
）
由
井
常
彦
・
大
東
英
祐
編
『
日
本
経
営
史
三
　
大
企
業
時
代
の
到
来
』
（
岩
波
書
．

　
店
、
一
九
九
五
年
）
。

（
3
）
柴
垣
和
夫
『
日
本
金
融
資
本
分
析
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
五
年
、
二
一
ご
○

　
～
二
三
一
頁
。

（
4
）
乱
髪
聲
＝
九
二
〇
年
代
日
本
に
お
け
る
炭
鉱
企
業
経
営
」
（
『
経
営
史
学
』
第
二

　
七
巻
、
第
三
号
、
一
九
九
二
年
）
。

（
5
）
橋
本
寿
朗
・
武
田
晴
人
両
編
『
両
大
戦
謬
見
日
本
の
カ
ル
テ
ル
』
（
御
茶
ノ
水
書

　
房
、
一
九
八
五
年
）
。
な
お
、
同
著
で
武
田
晴
人
は
「
独
占
組
織
を
構
成
す
る
各
企

　
業
間
に
競
争
的
側
面
が
残
る
こ
と
も
め
ず
ら
し
い
こ
と
で
は
な
い
」
（
四
一
二
頁
）

　
と
し
て
い
る
が
、
石
炭
産
業
の
場
合
、
こ
の
指
摘
の
詳
細
な
検
討
は
お
こ
な
わ
れ
て

　
い
な
い
。

（
6
）
松
尾
純
粋
「
日
本
に
お
け
る
石
炭
独
占
組
織
の
成
立
」
（
『
社
会
経
済
史
学
』
第
五

　
〇
巻
、
第
四
号
、
一
九
八
四
年
）
七
七
頁
。

（
7
）
し
か
し
、
カ
ル
テ
ル
下
で
も
「
カ
ル
テ
ル
組
織
を
構
成
す
る
各
企
業
間
に
競
争
的

　
側
面
が
残
る
こ
と
も
め
ず
ら
し
く
な
い
」
（
武
田
晴
人
「
総
括
と
展
望
」
前
掲
『
戦

　
間
期
日
本
の
カ
ル
テ
ル
』
四
一
二
頁
）
と
も
結
論
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
石
炭
産
業

　
に
お
け
る
こ
の
実
態
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
な
お
、

　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
橘
川
武
郎
「
戦
前
期
日
本
の
カ
ル
テ
ル
」
（
『
青
山
経
営
論
集
』

　
第
二
五
巻
、
第
四
号
）
も
参
照
。

（
8
）
丁
振
聲
「
昭
和
恐
慌
期
の
石
炭
独
占
組
織
の
動
揺
」
（
近
代
日
本
研
究
会
編
『
近

　
代
日
本
研
究
一
三
　
経
済
政
策
と
産
業
』
山
川
出
版
、
一
九
九
一
年
）
一
二
一
～
一

　
二
二
頁
。

（
9
）
隅
谷
三
喜
男
『
日
本
石
炭
産
業
分
析
』
岩
波
書
店
、
一
九
六
八
年
、
四
六
九
頁
。

（
1
0
）
中
村
隆
英
『
戦
前
期
日
本
経
済
成
長
の
分
析
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
七
一
年
）
一

　
七
〇
～
一
七
一
頁
。

（
1
1
）
前
掲
中
村
『
戦
前
期
日
本
経
済
成
長
の
分
析
』
一
七
三
頁
。

（
1
2
）
一
九
一
一
～
一
六
、
二
一
二
、
二
四
年
は
各
府
県
鉱
務
署
、
一
七
～
二
二
年
は
農
商

　
務
省
鉱
山
監
督
局
よ
り
公
刊
さ
れ
て
い
た
。

（
1
3
）
「
本
邦
鉱
業
の
趨
勢
」
値
を
被
説
明
変
数
、
「
鉱
区
一
覧
」
を
説
明
変
数
と
し
て
回

　
帰
分
析
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
り
、
デ
ー
タ
の
信
葱
性
が
証
明
で
き
る
と
い
え

　
る
。

　
肖
1
1
一
●
O
×
＋
巳
ω
b
。
心
　
×
㊦
一
泊
1
1
ま
』
ノ
自
ヰ
㊦
一
等
H
P
一
ノ
器
H
O
・
⑩
り

（
1
4
）
資
本
系
統
企
業
に
つ
い
て
は
、
断
り
の
な
い
限
り
、
東
亜
経
済
調
査
局
編
『
本
邦

　
を
中
心
と
せ
る
石
炭
需
給
』
（
同
局
、
一
九
三
三
年
）
二
六
五
～
二
六
七
頁
に
よ
る
。
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な
お
、
企
業
名
に
つ
い
て
は
断
り
の
な
い
限
り
代
表
的
な
も
の
を
取
り
上
げ
る
。

（
1
5
）
磐
城
炭
鉱
（
株
）
は
一
八
八
三
年
に
浅
野
総
一
郎
出
資
で
設
立
し
（
清
宮
一
郎

　
　
『
常
般
皿
山
言
様
概
要
』
常
命
皿
石
山
灰
鉱
業
A
五
、
　
一
九
一
二
⊥
ハ
年
、
二
二
頁
）
、
茨
城
金
山
灰

　
　
（
株
）
は
一
九
二
五
年
半
磐
城
炭
鉱
に
吸
収
合
併
さ
れ
た
（
清
宮
一
郎
『
常
盤
炭
田

　
史
』
尼
子
会
計
事
務
所
、
一
九
五
五
、
一
二
九
頁
）
。

（
1
6
）
大
倉
鉱
業
は
、
二
〇
年
に
入
山
採
炭
（
株
）
を
系
列
企
業
に
、
二
六
年
に
茨
城
無

　
煙
炭
（
株
）
、
二
七
年
に
鈴
木
商
店
よ
り
量
見
初
炭
鉱
（
株
）
を
買
収
し
た
（
茂
尻

　
炭
鉱
五
十
年
史
編
纂
委
員
会
編
『
茂
尻
炭
鉱
五
十
年
史
』
雄
図
炭
鉱
（
株
）
茂
尻
鉱

　
業
所
、
一
九
六
七
年
、
二
八
頁
）
。
な
お
三
五
年
、
大
倉
組
は
一
八
年
か
ら
開
発
し

　
て
き
た
茂
尻
炭
鉱
を
三
菱
鉱
業
の
系
列
企
業
で
あ
る
雄
編
炭
鉱
鉄
道
（
株
）
に
売
却

　
し
た
（
前
掲
『
茂
尻
炭
鉱
五
十
年
史
』
八
五
頁
）
。

（
1
7
）
古
賀
系
企
業
は
二
〇
年
代
、
三
〇
年
代
に
三
井
と
の
関
係
が
深
ま
る
が
、
経
営
権

　
が
ど
ち
ら
に
あ
る
か
不
明
確
な
た
め
古
賀
を
独
立
し
た
企
業
と
し
て
取
り
扱
う
。
な

　
お
、
三
井
と
松
島
炭
鉱
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
松
島
炭
鉱
（
株
）
社
史
編
纂
委
員
会

　
編
『
松
島
炭
鉱
株
式
会
社
五
〇
年
史
（
慨
史
）
』
（
松
島
炭
鉱
（
株
）
、
一
九
六
二
年
）

　
二
六
～
二
七
頁
を
参
照
。

（
1
8
）
桂
芳
男
『
幻
の
総
合
商
社
　
鈴
木
商
店
』
（
社
会
思
想
社
、
一
九
入
九
年
）

（
1
9
）
一
九
一
〇
、
二
〇
年
代
に
お
い
て
三
井
鉱
山
は
北
炭
に
対
し
て
「
支
配
確
立
の
た

　
め
の
努
力
」
が
必
要
で
あ
っ
た
（
北
沢
満
「
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
北
海
道
石
炭
業

　
と
三
井
財
閥
」
『
経
営
史
学
』
第
三
五
巻
、
第
四
号
、
二
〇
〇
一
年
）
。

（
2
0
）
例
え
ば
、
筑
豊
石
炭
鉱
業
組
合
（
会
）
が
「
大
企
炭
鉱
」
、
筑
豊
石
炭
鉱
業
互
助

　
会
が
「
中
小
炭
鉱
」
の
業
界
団
体
で
あ
る
。

（
2
1
）
財
団
法
人
日
本
経
営
史
研
究
所
編
『
創
業
一
〇
〇
年
』
（
古
河
鉱
業
（
株
）
、
一
九

　
七
六
年
）
二
六
八
～
二
六
九
頁
。

（
2
2
）
今
後
断
り
の
な
い
限
り
、
清
宮
一
郎
『
常
磐
炭
田
史
』
（
尼
子
会
計
事
務
局
、
一

　
九
七
五
年
）
八
九
～
九
七
頁
に
よ
る
。

（
2
3
）
前
掲
『
松
島
炭
鉱
株
式
会
社
五
〇
年
史
（
慨
史
）
』
二
六
頁
。

（
2
4
）
今
後
断
り
の
な
い
限
り
『
中
島
徳
松
伝
（
上
）
』
（
九
州
大
学
石
炭
資
料
研
究
セ
ン

　
雷
干
「
石
炭
研
究
資
料
叢
書
」
恥
六
、
一
九
八
五
年
）
四
五
～
五
〇
頁
に
よ
る
。

（
2
5
）
筑
豊
石
炭
鉱
業
史
年
表
編
纂
委
員
会
編
『
筑
豊
石
炭
鉱
業
史
年
表
』
西
日
本
文
化

　
協
会
、
一
九
七
三
年
）
二
九
四
頁
。

（
2
6
）
前
掲
『
創
業
一
〇
〇
年
』
三
二
四
頁
。

（
2
7
）
前
掲
『
創
業
一
〇
〇
年
』
三
二
五
頁
。

（
2
8
）
本
稿
で
は
石
炭
鉱
業
連
合
会
の
活
動
を
取
り
上
げ
、
三
二
年
に
設
立
さ
れ
た
販
売

　
カ
ル
テ
ル
で
あ
る
昭
和
石
炭
（
株
）
の
検
討
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
2
9
）
奥
中
孝
三
『
石
炭
鉱
業
連
合
会
拾
五
年
誌
』
（
石
炭
鉱
業
連
合
会
、
一
九
三
六
年
）

　
一
～
二
頁
。

（
3
0
）
前
掲
『
石
炭
鉱
業
連
合
会
拾
五
年
誌
』
七
～
一
四
頁
。

（
3
1
）
松
尾
純
廣
は
連
合
会
の
価
格
支
配
が
達
成
さ
れ
た
の
は
二
〇
年
代
後
半
と
し
て
い

　
る
（
前
掲
松
尾
「
日
本
に
お
け
る
石
炭
独
占
組
織
の
成
立
」
、
前
掲
同
「
石
炭
鉱
業

　
連
合
会
と
昭
和
石
炭
」
）
が
、
荻
野
喜
弘
は
二
〇
年
代
前
半
に
も
連
合
会
の
機
能
が

　
有
効
に
は
た
ら
い
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
荻
野
喜
弘
「
一
九
二
〇
年
代
前

　
半
に
お
け
る
石
炭
鉱
業
連
合
会
の
活
動
と
筑
豊
炭
鉱
業
」
『
経
済
学
研
究
』
（
九
州
大

　
学
）
第
五
九
巻
、
第
三
・
四
併
合
、
一
九
九
三
年
）
。
本
稿
の
主
張
も
荻
野
と
一
致

　
す
る
。

（
3
2
）
前
掲
『
本
邦
を
中
心
と
せ
る
石
炭
需
給
』
二
八
○
～
二
八
一
頁
。

（
3
3
）
な
お
、
各
年
の
制
限
率
に
関
し
て
は
、
前
掲
松
尾
「
石
炭
鉱
業
連
合
会
と
昭
和
石

　
炭
株
式
会
社
」
二
六
三
頁
を
参
照
。

（
3
4
）
『
福
岡
県
史
　
近
代
資
料
編
　
筑
豊
石
炭
鉱
業
組
合
（
二
）
』
（
西
日
本
文
化
協
会
、

　
一
九
八
九
年
）
二
一
〇
頁
。
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（
3
5
）
「
昭
和
三
年
四
月
十
二
日
臨
時
組
合
総
会
決
議
録
」
（
「
常
議
員
議
事
録
」
）
（
宮
田

　
町
石
炭
記
念
館
所
蔵
）
。

（
3
6
）
連
合
会
で
は
出
炭
を
伸
ば
そ
う
と
す
る
企
業
に
は
、
「
新
加
入
炭
鉱
」
や
「
特
殊

　
事
情
に
よ
る
増
送
」
を
認
め
て
い
た
。
ま
た
、
量
産
炭
地
の
下
部
組
織
（
例
え
ば
、

　
筑
豊
石
炭
鉱
業
組
合
）
に
お
い
て
企
業
間
の
調
整
が
図
ら
れ
て
い
た
と
推
測
で
き
る
。

（
3
7
）
今
後
断
り
の
な
い
限
り
、
『
社
史
　
明
治
鉱
業
株
式
会
社
』
（
同
社
社
史
編
纂
委
員

　
会
，
一
九
五
七
年
）
七
〇
～
七
一
、
一
〇
八
、
一
一
九
頁
に
よ
る
。

（
3
8
）
今
後
断
り
の
な
い
限
り
、
泉
彦
蔵
『
麻
生
太
吉
伝
』
（
麻
生
太
吉
伝
記
刊
行
会
、

　
一
九
三
四
年
）
一
一
八
～
一
一
九
、
四
一
二
頁
に
よ
る
。

（
3
9
）
「
鉱
区
一
覧
」
か
ら
計
算
す
る
と
一
九
二
〇
年
に
、
明
治
炭
鉱
四
三
・
四
％
、
豊

　
国
炭
鉱
三
七
・
五
％
、
多
久
炭
鉱
七
・
三
％
、
高
田
炭
鉱
六
・
九
％
で
あ
る
。

（
4
0
）
小
笠
原
栄
治
編
『
北
海
道
炭
鉱
案
内
』
（
北
海
道
石
炭
鉱
業
組
合
、
一
九
三
一
年
）

　
九
三
～
一
〇
九
頁
。

（
4
1
）
一
六
年
に
山
下
亀
三
郎
（
後
、
山
下
鉱
業
（
株
）
設
立
）
に
買
収
さ
れ
た
（
前
掲

　
　
『
北
海
道
炭
鉱
案
内
』
一
〇
三
頁
）
。

（
4
2
）
二
八
年
に
住
友
坂
炭
鉱
に
買
収
さ
れ
た
（
前
掲
『
北
海
道
炭
鉱
案
内
』
一
〇
三
頁
）
。

（
4
3
）
こ
れ
ら
企
業
の
衰
退
・
拡
大
要
因
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
4
4
）
商
工
省
鉱
山
局
『
本
邦
重
要
鉱
山
要
覧
』
一
九
一
七
年
（
復
刻
”
藤
原
正
人
編

　
　
『
明
治
前
期
産
業
発
達
史
史
資
料
』
別
冊
（
八
九
）
1
、
明
治
文
献
資
料
刊
行
会
，

　
一
九
七
〇
年
）
五
六
七
頁
。

（
4
5
）
実
業
之
世
界
社
編
輯
局
『
財
界
物
故
傑
物
伝
　
下
巻
』
（
同
社
、
一
九
三
六
年
）
、

　
四
八
二
頁
。

（
4
6
）
俵
田
明
『
宇
部
産
業
史
』
（
渡
邊
祐
策
記
念
文
化
協
会
、
一
九
五
三
年
）
一
四
九

　
～
一
五
〇
頁
。

（
4
7
）
里
見
敬
二
・
清
宮
一
郎
共
著
『
日
本
炭
鉱
行
脚
』
（
帝
国
新
報
社
出
版
部
、
一
九

　
一
九
年
）
二
一
六
頁
。

（
4
8
）
小
林
に
つ
い
て
は
、
別
稿
で
一
次
資
料
に
基
づ
い
た
実
証
研
究
を
お
こ
な
う
。

（
4
9
）
時
事
新
報
社
説
『
全
国
五
十
万
円
以
上
資
産
家
表
』
（
同
社
、
一
九
一
六
年
、
復

　
刻
1
1
渋
谷
隆
一
編
『
大
正
昭
和
日
本
全
国
資
産
家
地
主
資
料
集
成
1
』
柏
書
房
株
式

　
会
社
、
一
九
八
五
年
）
一
九
頁
。

（
5
0
）
前
川
雅
夫
『
炭
鉱
誌
一
長
崎
県
石
炭
史
年
表
』
（
葦
書
房
、
一
九
九
〇
年
）
二
二

　
五
頁
。

（
5
1
）
前
掲
『
炭
鉱
誌
－
長
崎
県
石
炭
史
年
表
』
二
七
四
頁
。

（
5
2
）
西
部
炭
田
名
士
選
集
刊
行
会
編
『
西
部
炭
田
名
士
選
集
』
（
同
会
、
一
九
三
六
年
）

　
五
七
頁
。

（
5
3
）
前
掲
『
西
部
炭
田
名
士
選
集
』
五
八
頁
。

（
5
4
）
連
合
会
に
お
け
る
数
量
調
整
の
成
功
に
基
づ
く
炭
価
の
安
定
は
、
荻
野
喜
弘
が
指

　
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
「
コ
ス
ト
引
き
下
げ
競
争
」
（
荻
野
喜
弘
「
昭
和
初
年
に
お
け

　
る
石
炭
鉱
業
連
合
会
に
よ
る
送
炭
制
限
」
『
経
済
学
研
究
』
（
九
州
大
学
）
第
六
四
巻
、

　
第
五
・
六
号
）
を
促
す
こ
と
に
も
な
る
。

（
5
5
）
前
掲
中
村
『
戦
前
期
日
本
経
済
成
長
の
分
析
』
一
七
三
頁
。
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付表　炭鉱別ランキング表

名
鉱
炭

　
　
川
　
　
　
唄
　
　
　
　
　
野
　
軍
隈
　
　
　
川
　
坑
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
煙
　
　
　
　
　
　
　
　
加
山
松
露
燭
組
総
薮
鰐
響
灘
勤
油
蝉
軽
羅
鵠
糞
壷
講
糊
畿
難
繍

ω
量
炭
出

年
5
2
9
1

名
者
権
業
鉱

　
　
　
　
㈱
　
　
　
　
　
　
　
　
掬
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
掬
　
　
　
　
　
　
ー
ー
　
　
　
　
　
掬
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
掬
掬
　
　
　
　
船
　
　
襟
　
　
　
　
　
　
　
鰍
　
　
麟
　
　
闘
　
蛛
　
　
　
垂
線
難
題
撫
蝋
繍
難
難
欝
欝
繍
難
総

地
在
所

市
畑
鱗
謹
灘
欝
籍
欝
熱
血
灘
覇
器
欝
欝
磁
隠
隠
難
鍮
剛

位
順

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
1
8
1
9
2
0
2
1
2
2
2
3
2
4
2
5
2
6
2
7
2
8
2
9
3
0
3
1
3
2
3
3
3
4
3
5
3
6
3
7
3
8
3
9
4
0
4
1
4
2
4
3
4
4
4
5
4
6
4
7
4
8
4
9
5
0

名
鉱
炭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坑
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坑
山
熱
一
業
論
難
撒
鍬
禰
概
熱
熱
鵠
馨
鯉
聾
勲
慰
嚢

ω
量
炭
出

年
0
2
9
1

名
者
権
業
鉱

　
㈱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
掬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
掬
一
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
掬
　
掬
　
船
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
矧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鰍
殊
　
　
　
　
　
　
　
蛛
　
　
　
　
鰍
　
細
叢
難
難
臨
論
難
㈱
鍮
叢
叢
騰
難
蕪

地
在
所

市
柵
娠
磁
鵜
戴
難
馴
難
曲
難
議
叢
誌
難
獺
嫉
隠
匿
鷺

位
順

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
1
8
1
9
2
0
2
1
2
2
2
3
2
4
2
5
2
6
2
7
2
8
2
9
3
0
3
1
3
2
3
3
3
4
3
5
3
6
3
7
3
8
3
9
4
0
4
1
4
2
4
3
4
4
4
5
4
6
4
7
4
8
4
9
5
0

名
田
炭

　
川
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
　
洞
　
　
　
部
　
　
　
　
　
勤
　
　
　
　
　
　
軍
　
　
　
　
　
　
　
煙
　
　
　
業
謙
藷
熱
熱
熱
灘
磁
難
熱
血
麗
欝
欝
糀
面
壁
鰯
翻
熱

ω
量
炭
出

年
4
9
1
1

名
者
権
業
鉱

　
　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
）
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
鰍
　
　
　
　
　
　
　
㈱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鰍
辮
鰭
　
　
㈱
灘
韓
難
講
幽
幽
灘
襲
職
欝
欝
灘
饗
応

地
在
所

位
順

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
5
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名
鉱
油

　
　
　
　
坑
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坑
　
　
　
坑
　
　
　
　
三
　
　
山
　
　
　
　
　
山
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
　
二
　
　
　
内
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坑
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
領
坑
鷺
薪
離
難
曲
剴
嶽
撫
蘇
糊
歎
無
無
難
欝
ぎ
課
鵬
欝
鵬
欝
羅

ω
跳
炭
出

4
1
0
5
3
4
5
0
1
3
4
3
5
1
1
3
7
7
2
1
3
0
9
1
8
8
9
5
2
8
4
7
9
9
1
8
6
0
8
3
3
4
5
6
8
4
9
9
8
2
0
6
7
0
6
0
2
姐
量
器
p
箏
8
0
6
9
募
駕
組
0
4
墓
覗
0
3
聾
乱
雲
－
o
o
o
夏
墓
4
9
陰
豊
艶
駈
5
6
諺
雲
η
9
3
墓
0
5
認
鎗
艶
π
羅
瓢
鉱
器
後
臨
接
豫
玲
㎎
既
α
L
鷺
鷺
轟
践
落
球
澄
澄
鴎
凪
墨
黒
蝕
蝕
豊
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

愚
者
権
帥
鉱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
株
　
　
　
株
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
株
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
難
難
　
離
職
騰
難
難
灘
瓢
蝋
灘
欝
　

地
在
所

蕪
難
難
船
娠
講
説
繍
郷
繊
祓
難
欄
難
難
鯵
集
錨
離
離
難

位
順

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
5
5
5
5
5
5
5
5
5
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
0
0
0
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
1
　
　
　
1
1
膚
　
　
－

名
鉱
炭

　
　
　
　
　
　
　
田
　
　
　
　
　
　
第
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
尾
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坑
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
津
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坑
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坑
　
　
　
　
　
山
［
　
　
一
松
　
　
　
目
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
洞
　
　
　
　
　
　
　
山
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
炭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
煙
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
細
一
劉
諦
轟
鰯
難
攣
篇
欝
酬
翻
議
欄
糠
平
旭
響
繋
翻
灘
囎
薮
鞘
翻
葡
簾
潔
顯
欝
鷺
灘

ω
量
炭
出

1
4
0
5
5
0
9
5
0
1
4
9
5
3
8
1
6
0
6
0
3
7
4
8
0
5
1
5
9
2
3
3
8
6
6
8
6
2
3
8
4
1
5
5
7
9
8
5
5
8
9
7
1
2
2
0
9
6
2
7
6
0
2
2
5
7
6
3
2
1
8
7
7
6
9
5
1
3
1
3
3
1
6
5
9
1
9
1
2
2
9
9
0
1
9
2
9
7
6
1
3
2
4
0
0
0
7
0
8
4
6
2
9
3
5
8
3
1
9
8
2
3
5
9
5
7
5
2
9
0
4
9
9
5
7
6
5
4
5
3
6
9
1
6
6
6
8
4
6
1
8
8
9
3
8
0
8
7
0
微
鐙
誌
腸
釜
鷺
釜
憂
讃
慧
玖
詮
鐙
詮
置
鑑
鑑
鎗
騎
陰
憂
肱
詰
匿
箆
翫
罰
砿
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

名
者
権
業
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）
難
蕪
灘
欝
欝
㈱
議
讐
獣
欝
灘
撚
㈱
灘
灘
謙

地
在
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浦
媚
灘
馨
甕
難
齢
灘
難
鱒
舞
雛
馨
難
篶
蟹
難
韻
蜘
羅
麹
蕪
叢

位
順

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
5
5
5
5
5
5
5
5
5
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
0
0
0
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二
　
　
　
　
　
尾
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
津
謂
構
義
繍
離
楚
潟
謂
繋
潮
縢
蟄
器
繍
難
製
灘
譜
翻
馨
難
骸
魏
翻
灘
禁
製
麟
欄
瓢

㊤
量
炭
出

名
者
権
業
鉱

　
　
　
　
掬
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順位 所在地 鉱業権者名 出炭量（t） 炭鉱名 順位 所在地 鉱業権者名 出炭量（t） 炭鉱名 順位 所在地 鉱業権者名 出炭量（t） 炭鉱名

422 北松浦 江代茂作 20 長串 422 空知 吉岡萬蔵 950 市来知

423 厚狭 山本鉄男 20 小野 423 空知 増田増太郎 923
一

424 北山村 大場紋三郎 18 瀧ノ澤 424 田川 日露実業㈱ 923 高尾

425 厚狭 松谷利三郎 9 二本松 425 東彼杵 折原密之丞 904 麓

426 天草 帆足義方 6 鞍附 426 厚狭 伊藤正作 903 日ノ出

427 北秋田 高安良吉 1 七日市 427 北松浦 篠塚緑吉 900 篠崎小佐々

428 北秋田 高安良吉 1 七日市 428 南牟妻 南海鉱業㈱ 865 南海

429 北秋田 高安良吉 1 七日市 429 嘉穂 日米信託㈱ 844 大久茂

430 杵島 古賀壮兵衛 842 橘

431 北松浦 筑紫鉱業㈱ 837 大濱

432 厚狭 蒲原彌作 817 国木山

433 遠賀 山本豊吉 810 鳳

434 北松浦 麓政太郎 800 三ッ岳

435 嘉穂 筑豊炭鉱㈱ 791 城山

436 西田川 佐野源之助 765 羽越

437 厚狭 栗市盛之助 744 指月

438 北松浦 勝田龍吉郎 731 潜龍

439 眞庭 勝山製紙（合） 725 月田

440 厚狭 浅野同族㈱ 705 平山

441 石城 藤倉電線㈱ 701 三実

442 北松浦 （株）白谷炭鉱 692 白谷

443 北松浦 松島志米蔵 688 吉田

444 飯石 豊島成宜 687 西谷

445 北松浦 農商務省 667 歌ケ浦

446 最上 最上採炭㈱ 646 日山

447 多賀 倉田亀吉 634 常陸無煙

448 東松浦 中山与一 625 入野

449 多賀 杉山市松 623 華川

450 後月 石川伴次郎 619 大平

451 北松浦 麓政太郎 594 内裏

452 東築摩 倉島瀧之助 582 修那羅

453 北松浦 濱野冶八 582 瀬五郎

454 天草 中西モキ 561 大獄

455 厚狭 藤井勝三郎 552 大場ヶ浴

456 北松浦 萩野丈平 537 七瀬

457 佐世保市 城董之 531 名切

458 空知 近藤孫三郎 510
一

459 厚狭 藤井ウラ 504 番匠

460 北松浦 白倉敏堆 499 船原

461 厚狭 松川恭 474 桃之木

462 空知 東邦炭鉱㈱ 473 沢

463 北松浦 中川五藤冶 468 丸葉山

464 美禰 浅野同族㈱ 465 草井川

465 田川 橋上保 464 式部

466 西彼杵 松江玖重 460 濱泊

467 東築摩 西條炭鉱㈱ 458 桂

468 天草 江藤恒策 417 一町田

469 厚狭 山田寛二 406 大力

470 美禰 山崎吉熊 400 大峰

471 嘉穂 農商務省 400 漆生

472 最上 坂口太兵衛 399 升形

473 天草 金子喜与埃 395 木場山

474 北松浦 坂井源助 379 高尾
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順位 所在地 鉱業権者名 出炭量（t） 炭鉱名 順位 所在地 鉱業権者名 出炭量（t） 炭鉱名 順位 所在地 鉱業権者名 出炭量（t） 炭鉱名

475 天草 日本セメント（株） 374 竹之内

476 北松浦 西剛云司 370 山中

477 北松浦 松川駒次郎 365 国木

478 多賀 茨城鉱業㈱ 362
一

479 東築摩 中澤保三 361 西條

480 北松浦 北峰吉 356 野中

481 東彼杵 坂田稲一 354 福石

482 筑紫 多田百次郎 351 天王山

483 西松浦 岡島千代造 348 伊万里

484 東築摩 田澤炭鉱㈱ 339 湯澤

485 嘉穂 ㈱麻生商店 335 牛隈

486 厚狭 江本亀太郎 326 萩森

487 鞍手 小畑秀吉 324 小畑

488 田川 木村巌 309 鮒
489 天草 野口辰一 304 小島

490 鞍手 大木熊太郎 300 大高石

491 西松浦 綿貫兎次郎 292 向山

492 天草 宮崎長松 288 鶴尾

493 天草 加賀武四郎 283 辰ケ越

494 北松浦 法師山儀市 277 前岳

495 北松浦 麓政太郎 271 福井

496 東築摩 信濃炭鉱㈱ 256 釜坂

497 東松浦 彌宴千代 238 有浦

498 天草 宮崎長松 224 小獄

499 飯石 石原長次 212 高窪

500 東彼杵 光吉一正 206 木場

501 東松浦 貝島合名会社 205 大光

502 空知 三菱鉱業㈱ 190 藍別

503 最上 石渡幸之輔 189 澤内

504 西松浦 豊国鉱業㈱ 180 平山

505 厚狭 林春吉 179 大和

506 北松浦 馬場嘉太郎 176 佐々

507 双葉 野村一男 173 福広

508 北松浦 西岡伝司 164 大石

509 美禰． 北崎久之丞 152 下ノ浴

510 北松浦 三菱鉱業㈱ 146 佐々浦

511 東築摩 増澤庄助 144 乳橋

512 最上 森豊治 137 赤松

513 鈴鹿 伊劇・左衛門 132 両尾

514 東築摩 松本鉱業㈱ 125 宇洞坂

515 吉備 田中従夫 124 穴井手

516 粕谷 内藤清太郎 114 長禮二坑

517 東築摩 中野藤太郎 113 富蔵

518 田川 蔵内鉱業㈱ 111 大峰三坑

519 武儀 平野六之助 108 二保

520 菊地 後藤楳太郎 84 菊地

521 下閉伊 北村重昌 82 門

522 東築摩 横山覚太郎 80 横道

523 天草 杉野外生 70 ワクド石

524 厚狭 猪口和吉 68 大八

525 北松浦 宮田浅太郎 67 松崎
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（注）1．一、■は不明を示す。2．（株）は株式会社、（合）は合資会社の略。

　　3．鉱業権者名は資料のまま。4．出炭量は前年のもの。ただし、1914年

　　については1t＝0．0006斤で換算。5．所在地は特記していないものに
　　ついては郡。
（出所）福岡・大阪・東京・仙台・札幌各鉱山監督局編纂「鉱区一覧」各年。
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